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第 18 号
（平成 27 年９月 1日）

近
畿
大
学
工
学
部
同
窓
会

平
成
二
十
七
年
度
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

　

�　

左
記
の
通
り
、
工
学
部
同
窓
会
の
総
会
・
講
演
会
・
懇

親
会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
卒
業
生
各
位
に
は
ご
友
人

な
ら
び
に
ご
家
族
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
ご
参
集

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

記

名　

称	

近
畿
大
学
工
学
部
同
窓
会

　
　
　

	

平
成
27
年
度
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

日　

時	

平
成
27
年
10
月
17
日
㈯

	

午
後
３
時　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
開
始

	

午
後
４
時
～
4
時
30
分　
　
　

総　

会

	

午
後
４
時
40
分
～
５
時
20
分　

講
演
会

	

午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分　

懇
親
会

講
演
会	

（
午
後
4
時
40
分
開
始
）

	

演
題
：
次
世
代
の
若
き
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

	

　
　
　

～
「
チ
ョ
イ
ス
ゲ
ー
ム
」
と
抽
出
教
育
～

	

（
講
師
）	

一
般
財
団
法
人　

営
業
ひ
と
研
究
所

		


　
　
　
　
　

代
表
理
事　

瀬
尾　

誠
氏

場　

所　

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

	

（
JR
広
島
駅
南
口
の
南
方
向
３
０
０
メ
ー
ト
ル
）

会　

費　

一
人　

五
千
円　
（
当
日
、
受
付
に
て
支
払
い
）

		


　

 

（
会
員
同
伴
の
家
族
は
一
人
千
円
）

幹
事
期	

・
第
16
期
生
（
昭
和
53
年
3
月
卒
業
）

	

・
第
31
期
生
（
平
成
5
年
3
月
卒
業
）

	

・
第
46
期
生
（
平
成
20
年
3
月
卒
業
）

	

　

�

幹
事
期
の
皆
さ
ん
は
同
期
会
と
し
て
多
数
ご
参

集
く
だ
さ
い
。

申　

込	

左
記
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

	

　
（
申
込
み
締
切
：　

10
月
10
日
㈯
）

	

・
同
窓
会
報
18
号
添
付
の
は
が
き

	

・
E
メ
ー
ル
：dousou@

hiro.kindai.ac.jp
	

・T
E
L

：　

082 -434 -7000

（
代
表
）

	

・FA
X

：　

082 -434 -7011

会
告

工
学
部
同
窓
生
を
主
対
象
に
し
て
松
山
市
に
お
い
て
左
記
要
領

に
て
開
催
し
ま
す
。
四
国
地
区
在
住
の
工
学
部
同
窓
生
は
多
数

ご
参
集
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

記

会
名
：
工
学
部
同
窓
会
四
国
地
区
懇
親
会

日
時
：
平
成
27
年
11
月
15
日
㈰

　
　
　

12
時
～
14
時

場
所
：
国
際
ホ
テ
ル
松
山

　
　
　

松
山
市
一
番
町
一
︱
十
三

会
費
：
五
千
円
（
当
日
支
払
）

申
込
：dousou@

hiro.kindai.ac.jp

藤
本
暢
宏
教
授
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
可
視
光
通
信
で

世
界
最
高
速
の
変
調
速
度
技
術
を
開
発

　

工
学
部
電
子
情
報
工
学

科
の
藤
本
暢
宏
教
授
ら

は
、
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ

た
可
視
光
通
信
で
世
界
最

高
速
度
の
毎
秒
六
六
二
メ

ガ
ビ
ッ
ト
（
新
聞
一
年
分

の
情
報
量
を
約
八
秒
間
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
速
度
）
の
技

術
を
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
技
術
は
将
来
、
照
明
機
器
を
用

い
た
屋
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
交
通
安
全
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、

電
波
逼
迫
が
予
想
さ
れ
る
無
線
通
信
の
補
完
技
術
な
ど
へ
の
活

用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
学
部
長
に
野
村
正
人
教
授
が
就
任

　

三
期
六
年
に
亘
っ
て
工

学
部
長
を
勤
め
ら
れ
た
京

極
秀
樹
教
授
の
ご
退
任
に

伴
い
、
平
成
26
年
10
月
１

日
付
で
工
学
部
長
（
第

十
五
代
）
に
化
学
生
命
工

学
科
の
野
村
正
人
教
授
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
人
間
性
・
専
門

性
・
国
際
性
を
有
し
、
多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
教

養
あ
る
学
生
の
育
成
と
、
他
の
研
究
機
関
や
企
業
な
ど
と
連
携

し
て
技
術
開
発
研
究
力
の
強
い
工
学
部
運
営
を
目
指
し
た
い
と

語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
野
村
教
授
は
近
畿
大
学
大
学
院
理
工
学

研
究
科
の
出
身
で
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー

校
で
の
在
外
研
究
を
経
て
、
現
在
は
大
学
院
シ
ス
テ
ム
工
学
研

究
科
教
授
も
兼
任
。
専
門
は
天
然
物
有
機
化
学
（
生
理
活
性
物

質
）
で
工
学
博
士
。

工
学
部
同
窓
会
の
四
国
地
区
懇
親
会
を

松
山
市
で
開
催
し
ま
す
。

　

工
学
部
同
窓
会
の
地
域
懇
親
会
を
、
大
阪
（
２
０
１
３
）
東

京
（
２
０
１
４
）
に
次
い
で
、
今
年
度
は
四
国
エ
リ
ア
在
住
の
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工学部同窓会　総会・講演会・懇親会のお知らせ
下記の要領で平成２７年度工学部同窓会総会・講演会・懇親会を開催します。
参加希望の場合は下記の要領にてお申込みください。
今年度は退職された教職員の先生方も多く出席される予定ですので、懐かしい先生方との再会の場として
ご活用ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
・日　時：平成27年10月17日㈯
　　　　　総会　午後４時　／　講演会　午後４時40分　／　懇親会　午後５時30分
・講演会 （午後4時40分開始）
	 　　演題：次世代の若きリーダーを育てる
　　　　　　　　  ～「チョイスゲーム」と抽出教育～
	 　　（講師）　一般財団法人　営業ひと研究所　代表理事　瀬尾　誠氏
・場　所：ホテルセンチュリー21広島
　　　　　広島市南区的場町1-1-25
　　　　　TEL（082）263-3111
　　　　　ＪＲ広島駅南口の南方向300メートル
・対　象：工学部（呉・東広島）全卒業生
・会　費：5,000円
・申込方法（下記いずれかの方法）
　 ⑴　同封の返信はがき
　 ⑵　メール：dousou@hiro.kindai.ac.jp
　 ⑶　ＦＡＸ：082-434-7011
　　　①同期会…参加区分に「同期会」と記載ください。
　　　②クラブ…参加区分に「クラブ名」を記載ください。
　　　③ゼ　ミ…参加区分に「ゼミ名」を記載ください。
・申込締切：平成27年10月10日㈯

今回の同窓会懇親会に
ご出席予定の教職員

　今回ご出席予定の現教職員および退職教職員の先生方は下記
の通りです。（敬称略、＊印は退職者）

【化学生命】（旧・工業化学、旧・化学環境、旧・生物化学）
＊�藤原義人、＊杉山一男、＊井上公臣、野村正人、芦田利文、

白石浩平、山本和彦
【機　　械】
＊木藤孝三、＊塩田俊雄、＊小松眞一郎、＊長崎羊一、
　旗手　稔、白石光信、田端道彦、樹野淳也、信木関

【情　　報】（旧・経営工、旧・経営システム工、旧・情報システム工）
＊�後藤昌生、＊津田榮一、＊天田三郎、松冨達夫、荻原昭夫、

田中一基、大谷祟
【建　　築】
＊���森村毅、＊吉信都夫、大田和彦、崔　軍、松本慎也、
　崎野良比呂、寺井雅和

【電子情報】（旧・機械システム、旧・システムデザイン、旧・知能機械）
＊太田光雄

【ロボティクス】
＊坂尾富士彦、＊児島忠倫、＊生田顯、＊�奥本泰久、
＊和田宏一、京極秀樹、黄　健、田上将治

【教育推進センター】
　高山智行

【次世代基盤技術研究所】
　矢野智昭

【事 務 部】
＊�山根成美、＊丹羽五十一、＊島津江徹、本川貢、田中恒夫、
　林田安広、片山慎一、石川孝良、倉田浩美、岡田直行

景品ご寄贈のお願い
同窓会懇親会での「お楽しみ抽選会」用
の各種景品のご寄贈を募集しています。
お勤め先の関連商品・特産品・各種サー
ビス券などを景品としてご寄贈頂けれ
ば幸甚に存じます。
景品は同窓会懇親会にて寄贈者名と共
に紹介し、抽選にて参加者にプレゼン
トします。
送付先は工学部同窓会事務局あて
　〒739-2116　東広島市高屋うめの辺１番

名刺交換会の開催
懇親会中に名刺交換会を開催します。
希望者は出席者名簿にお名前と勤務
先を掲載いたします。
同窓会で新たなビジネスチャンスを
掴んでいただければ幸いです。

近　 大　 太　 郎

E-mail:kinki@itp.kindai.ac.jp
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工
学
部
ニ
ュ
ー
ス

電
子
情
報
工
学
科	

廿
日
出
好　

准
教
授

教
育
推
進
セ
ン
タ
ー	

小
川
智
弘　

講
師

次
世
代
基
盤
技
術
研
究
所	

矢
野
智
昭　

特
任
教
授

次
世
代
基
盤
技
術
研
究
所	

池
庄
司
敏
孝　

准
教
授

次
世
代
基
盤
技
術
研
究
所	

米
原
牧
子　

研
究
員

　

経
済
産
業
省
（
再
委
託
）

化
学
生
命
工
学
科	

野
村
正
人　

教
授

機
械
工
学
科	

生
田
明
彦　

准
教
授

　

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

電
子
情
報
工
学
科	

中
田
俊
司　

准
教
授

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科	

柴
田
瑞
穂　

講
師

　
（
公
財
）
飯
島
藤
十
郎
記
念
食
品
科
学
振
興
財
団

化
学
生
命
工
学
科	

渡
邉
義
之　

准
教
授

　
（
公
財
）
サ
タ
ケ
技
術
振
興
財
団

化
学
生
命
工
学
科	

渡
邉
義
之　

准
教
授

機
械
工
学
科	

樹
野
淳
也　

准
教
授

　
（
公
財
）
Ｊ
Ｋ
Ａ

機
械
工
学
科	

生
田
明
彦　

准
教
授

　
（
公
財
）
ス
ズ
キ
財
団

電
子
情
報
工
学
科	

廿
日
出
好　

准
教
授

　
（
公
財
）
ソ
ル
ト
・
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
財
団

化
学
生
命
工
学
科	

渡
邉
義
之　

准
教
授

　
（
公
財
）
中
国
電
力
技
術
研
究
財
団

電
子
情
報
工
学
科	

中
田
俊
司　

准
教
授

　
（
公
財
）
日
本
食
品
化
学
研
究
振
興
財
団

化
学
生
命
工
学
科	

渡
邉
義
之　

准
教
授

　
（
公
財
）
古
川
技
術
振
興
財
団

教
育
推
進
セ
ン
タ
ー	

小
川
智
弘　

講
師

　
（
公
財
）
マ
ツ
ダ
財
団
（
事
業
助
成
）

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科	

岡　

正
人　

教
授

　
（
一
社
）
日
本
鉄
鋼
連
盟

建
築
学
科	

崎
野
良
比
呂　

准
教
授

　
（
特
非
）
広
島
循
環
型
社
会
推
進
機
構

化
学
生
命
工
学
科	

野
村
正
人　

教
授

ト
ラ
ッ
ク
、
サ
ッ

カ
ー
場
と
と
も
に

さ
ら
に
設
備
の

整
っ
た
緑
豊
か
な

キ
ャ
ン
パ
ス
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
・
科
学
研
究
費
助
成
事
業

　
（
新
規
採
択
）

化
学
生
命
工
学
科	

仲
宗
根
薫　

教
授

機
械
工
学
科	

玉
木
伸
茂　

准
教
授

情
報
学
科	

田
中
一
基　

教
授

情
報
学
科	

中
村
一
美　

講
師

情
報
学
科	

山
元　

翔　

助
教

建
築
学
科	

松
本
慎
也　

准
教
授

電
子
情
報
工
学
科	

中
田
俊
司　

准
教
授

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科	

柴
田
瑞
穂　

講
師

　
（
継
続
採
択
）

化
学
生
命
工
学
科	

井
原
辰
彦　

教
授

化
学
生
命
工
学
科	

渡
邉
義
之　

准
教
授

化
学
生
命
工
学
科	

北
岡　

賢　

講
師

機
械
工
学
科	

⻆
田　

勝　

教
授

機
械
工
学
科	

樹
野
淳
也　

准
教
授

情
報
学
科	

荻
原
昭
夫　

教
授

情
報
学
科	

片
岡
隆
之　

准
教
授

情
報
学
科	

加
島
智
子　

講
師

建
築
学
科	

崔　
　

軍　

教
授

建
築
学
科	
市
川
尚
紀　

准
教
授

建
築
学
科	
崎
野
良
比
呂　

准
教
授

電
子
情
報
工
学
科	
栗
田
耕
一　

教
授

工
学
部
教
員
の
助
成
金
獲
得
状
況

「
平
成
26
年
度
卒
業
式
」

　

平
成
27
年
３
月
13
日
㈮
、
工
学
部
卒
業
証

書
授
与
式
な
ら
び
に
大
学
院
シ
ス
テ
ム
工
学

研
究
科
学
位
記
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

学
部
卒
業
生
４
４
５
名
、
大
学
院
修
了
生
31

名
が
新
た
に
同
窓
生
に
加
わ
り
ま
し
た
。

「
平
成
27
年
度
入
学
式
」

　

平
成
27
年
４
月
６
日
㈪
、
工
学
部
な
ら
び

に
大
学
院
シ
ス
テ
ム
工
学
研
究
科
入
学
式
が

挙
行
さ
れ
、
学
部
５
４
９
名
、
大
学
院
博
士

前
期
課
程
29
名
・
博
士
後
期
課
程
２
名
の
計

５
８
０
名
が
入
学
を
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

「
敷
地
拡
張
工
事
お
よ
び
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成
」

　

平
成
27
年
３
月
に
工
期
約
１
年
余
り
を
経

て
、
将
来
構
想
を
考
慮
し
た
敷
地
拡
張
工
事

が
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｇ
館
北
側
の
山
林
を
造
成
し
、
多
目
的
広

場
や
駐
車
場
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
道
免

池
を
埋
め
立
て
し
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
を
同

時
に
楽
し
め
る
広
大
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
増
設

す
る
と
と
も
に
、
隣
接
地
に
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

場
を
移
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
既
設
の
野
球
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
、
４
０
０
ｍ 平成27年度工学部・大学院入学式

平成26年度工学部・大学院卒業式

（
主
な
年
間
行
事
）

　

平
成
26
年
７
月
以
降
の
主
な
行
事
を
記
載

し
ま
す
。

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

　

平
成
26
年
7
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
・
8

月
31
日
㈰
の
計
3
回
に
渡
り
工
学
部
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
１
，

２
０
０
名
以
上
の
高
校
生
や
保
護
者
が
来
校

さ
れ
、
学
科
別
の
模
擬
授
業
や
見
学
ツ
ア
ー
、

入
試
説
明
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
研
究
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４
」

　

平
成
26
年
10
月
27
日
㈪
、
メ
ル
パ
ル
ク
広

島
に
て
、
通
算
14
回
目
と
な
る
研
究
公
開

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
特
別
講
演
に
、
国
立
研

究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
・
サ
ー

ビ
ス
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

主
任
研
究
員 

竹

中　

毅 

氏
を
お
招
き
し
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
用
い
た
多
様
な
顧
客
行
動
の
モ
デ
ル
化
～

製
造
と
サ
ー
ビ
ス
の
融
合
に
向
け
て
～
」
と

題
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

新
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介
お
よ
び
研
究
発

表
、
パ
ネ
ル
展
示
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。（
参
加
者
数
２
４
２
名
）
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人
の
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る

こ
と
を
希
望
し
、
平
成
26
年
度
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
学
生
は
１
４
４
人
と
な
り

ま
し
た
。
職
場
体
験
を
通
じ
、
職
業
意
識
の
醸

成
、
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
考
え
方
を
養

成
す
る
た
め
に
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
推
奨

し
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
学
生
が
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
卒
業
生
の
皆
様

の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
内
企
業
説
明
会
の
開
催

　

学
生
と
企
業
の
接
点
の
場
と
し
て
、
学
内
に

企
業
様
を
招
聘
し
て
合
同
業
界
研
究
会
と
合
同

企
業
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
企
業
の
採

用
意
欲
の
上
昇
も
あ
り
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る

企
業
数
は
年
々
増
加
し
、
2
月
に
２
９
６
社

（
3
日
間
）、
5
月
に
２
２
９
社
（
3
日
間
）、
合

計
５
２
５
社
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
広
島
県

外
か
ら
も
多
く
の
企
業
様
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
近
畿
大
学
工
学
部
の
学
生
が
注
目
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
ま
た
、
個
別
の
単
独

企
業
説
明
会
も
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
工
学
部
就
職
率　
　

・
７
％

　

平
成
27
年
度
か
ら
就
職
・
採
用
活
動
開
始
時
期

が
変
更
さ
れ
る
た
め
、
平
成
26
年
度
は
現
行
制
度

の
最
終
年
と
な
り
ま
し
た
。
景
況
感
改
善
の
影
響

を
受
け
て
正
社
員
の
不
足
感
が
強
ま
っ
た
こ
と
を

反
映
し
、
企
業
の
採
用
姿
勢
は
大
手
か
ら
中
小
ま

で
あ
ま
ね
く
前
向
き
な
状
況
の
な
か
、
工
学
部
の

就
職
率
も
98
・
7
％
（
全
国
平
均
96
・
7
％
）
と

な
り
、
昨
年
を
1.0
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
年
度
は
、
就
職
活
動
時
期
の
繰
り
下
が
り
の
影

響
も
あ
り
、
昨
年
と
の
対
比
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

全
国
平
均
並
み
の
内
定
率
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
企
業
を
中
心
に
内
定
を
巡
る
競
争
は

激
し
く
楽
観
視
で
き
ま
せ
ん
。
就
職
担
当
と
し
て

も
、
学
生
達
へ
の
就
職
支
援
に
全
力
を
尽
く
す
所

存
で
す
。

　

求
人
等
の
ご
依
頼
は
学
生
支
援
課
・
就
職
担
当

ま
で
是
非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
卒
業
生
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
学
部
の
就
職
に
対
し
、
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
の
実
施

　

本
学
部
で
は
、
夏
休
み
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
年
約
２
０
０

就
職
状
況
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

98

学科 生物化学
工学科

機械
工学科

情報システム
工学科 建築学科 電子情報

工学科
知能機械
工学科 合　計

内訳� 卒業者数 84（13） 79（0） 68（1） 84（14） 63（0） 70（0） 448（33）

企業希望者数 68（11） 71（0） 62（1） 71（12） 57（0） 59（4） 387（28）

企業就職者数 66（11） 70（0） 61（1） 71（12） 57（0） 57（4） 382（28）

内 定 率（％） 97.1% 98.6% 100.0%	 100.0%	 100.0% 96.6% 98.7%

進 学 者 数 9（1） 4（0） 2（0） 9（1） 4（0） 4（0） 32（2）

公務員・教員 4（0） 2（0） 2（0） 2（0） 1（0） 3（0） 12（0）

家 業 2（0） 1（0） 1（0） 1（0） 0 0 4（0）

進路決定率（％） 96.4% 97.5% 97.1% 96.4% 96.8% 91.4% 96.0%

■近畿大学工学部　平成26年度進路状況� 平成27年５月１日現在

（　）内は、女子学生内数

就職率 98.7%

進路決定率 96%

就職満足度 91%

求人社数 13,089社

求人倍率 33.8倍

就職先本社所在地

１位：広島（32.2%）

２位：東京（31.4%）

３位：大阪（11.3%）

○
工
学
部
就
職
デ
ー
タ

�

（
平
成
27
年
３
月
卒
業
生
）

生物化学工学科 機械工学科 情報システム工学科 建築学科 電子情報工学科 知能機械工学科

キッセイ薬品工業㈱
ダイト㈱
㈱コスモス薬品（2）
西川ゴム工業㈱
アヲハタ㈱（2）
㈱カワニシホールディングス
日本郵便㈱
兵庫西農業協同組合
フジパングループ本社㈱
昭和KDE㈱
㈱ダイキアクシス
㈱サンキ
高知信用金庫
㈱ジャパンビバレッジホールディングス
日泉化学㈱
㈱モルテン
㈱サラダクラブ（2）
イオンフードサプライ㈱
寺西化学工業㈱
関西グリコ㈱
オハヨー乳業㈱
オタフクソース㈱
ホシザキ中国㈱
㈱アサヒテクノリサーチ（4）
㈱やまひろ
近畿大学大学院（7）
広島大学大学院（2）

新日鐵住金㈱
マツダ㈱
JFEスチール㈱西日本製鉄所（3）
㈱荏原製作所
㈱きんでん（2）
井関農機㈱
㈱奥村組
㈱日本製鋼所（広島製作所）（2）
リョービ㈱
芦森工業㈱
㈱やまびこ
㈱中電工
新興プランテック㈱
㈱高田工業所
日亜化学工業㈱
YKK AP㈱
㈱ジャパンマリンユナイテッド
㈱日立ビルシステム（2）
三菱電機ビルテクノサービス㈱
神鋼建材工業㈱
日本ファシリオ㈱
㈱アビスト
アヲハタ㈱
㈱VSN
兵庫県警
近畿大学大学院（3）
京都大学大学院

富士ソフト㈱
JFEスチール㈱西日本製鉄所（2）
京セラドキュメントソリューションズ㈱
福山通運㈱
㈱サイゼリヤ
日鉄住金テックスエンジ㈱
㈱コスモス薬品（2）
協栄産業㈱（2）
㈱テクノプロ・デザイン社
TIS㈱
㈱フジマック
日本サード･パーティ㈱
㈱システムリサーチ
㈱VSN
㈱日本クライメイトシステムズ
KOYO証券㈱
㈱さくらケーシーエス
㈱シーテック
㈱サウンドハウス
広島アルミニウム工業㈱（2）
㈱ハイテックシステムズ
ダイキンHAVCソリューション中四国㈱
㈱日立インフォメーションエンジニアリング（2）
㈱ダイナム
広島県警
愛媛県教育委員会
近畿大学大学院（2）

積水ハウス㈱
大和ハウス工業㈱
清水建設㈱
五洋建設㈱
戸田建設㈱（2）
鉄建建設㈱
㈱熊谷組（3）
㈱安藤・間（3）
東洋建設㈱
㈱淺沼組
㈱大気社
大末建設㈱（2）
新日本空調㈱
大豊建設㈱
髙松建設㈱
青木あすなろ建設㈱
㈱イチケン（2）
㈱中電工
三井住友建設㈱（2）
ダイワラクダ工業㈱
㈱ノザワ
㈱オオバ
㈱フジタ（2）
㈱鴻池組
㈱増岡組
高砂市役所
近畿大学大学院（9）

西日本旅客鉄道㈱（JR西日本）
㈱きんでん（2）
JFEスチール㈱西日本製鉄所
日亜化学工業㈱
三菱電機ビルテクノサービス㈱
矢崎総業㈱
三菱電機エンジニアリング㈱
ユニアデックス㈱
三菱電機システムサービス㈱
㈱マツダE&T
㈱富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ
㈱協和エクシオ
㈱中電工（5）
㈱四電工（3）
綜合警備保障㈱（ALSOKグループ）
メイテックグループ㈱メイテック・㈱メイテックフィルターズ
㈱アルプス技研
㈱ソルコム
㈱ファインデックス
㈱両備システムズ
㈱HIVEC
㈱インタフェース（2）
テンパール工業㈱
三和工機㈱
㈱ワイテック
㈱九動
近畿大学大学院（4）

三菱重工業㈱
西日本旅客鉄道㈱（JR西日本）
JFEスチール㈱西日本製鉄所（4）
山九㈱
㈱日本製鋼所（広島製作所）
新明和工業㈱
丸一鋼管㈱
㈱北川鉄工所
㈱中電工（2）
東洋機械金属㈱
㈱ＩＨＩ 相生事業所
三菱電機ビルテクノサービス㈱
中国ジェイアールバス㈱
㈱スター精機
不二輸送機工業㈱
シンヨー㈱
マツダエース㈱
㈱ダイクレ
広島アルミニウム工業㈱
NSウエスト㈱
㈱石﨑本店
豊国工業㈱
㈱神田造船所
広島県教育委員会
福山市役所
海上自衛隊　一般曹候補生
近畿大学大学院（4）

■学科別主な進路（平成26年度）

（　）は、複数人数
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備
の
導
入
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

食
品
素
材
の
特
性
を
改
変
し
、
お
い
し
さ
と
機

能
性
を
兼
備
し
た
新
た
な
食
品
を
製
造
す
る
プ

ロ
セ
ス
を
構
築
す
る
た
め
、
５
０
０
Ｍ
Ｐ
ａ
ま

で
の
高
圧
処
理
装
置
と
ゲ
ル
物
性
解
析
の
た
め

の
動
的
粘
弾
性
測
定
装
置
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

○
化
学
生
命
工
学
会　

廃
油
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

２
０
１
２
年
度
か

ら
化
学
生
命
工
学
会

の
活
動
の
一
環
と
し

て
、
大
学
祭
で
発
生

す
る
廃
油
を
再
利
用

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
廃
油
を

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と

し
て
再
利
用
し
て
来
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
度

は
新
た
に
家
畜
の
飼
育
用
油
脂
と
し
て
再
利
用

す
る
こ
と
を
企
業
様
の
協
力
の
下
で
実
施
し
ま

し
た
。
今
年
度
以
降
も
化
学
生
命
工
学
会
の
活

動
の
一
つ
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
活
動
の
内
容
は
、
環

境
省　

中
国
四
国
地
方
環
境
事
務
所
主
催
の

「
ユ
ニ
バ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
大
会
」
で
発
表
し
ま
し
た
。

○
継
続
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

昨
年
度
よ
り
開
始
し
た
山
本
准
教
授
代
表
の

ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
今
年
度
は
蜂
蜜

が
収
穫
で
き
ま
し
た
。

　

高
大
連
携
も
引
き
続
き
、
岡
田
芳
治
准
教
授

を
中
心
と
し
て
、
広
島
県
立
庄
原
実
業
高
等
学

校
「
地
域
天
然
物
の
有
効
利
用
方
法
の
探
索
お

よ
び
機
能
性
評
価
に
関
す
る
研
究
」（
公
益
財
団

法
人　

中
谷
医
工
計
測
技
術
振
興
財
団　

科
学

教
育
振
興
助
成
事
業
）、
広
島
県
立
西
条
農
業

高
等
学
校
「
食
品
の
加
工
処
理
に
と
も
な
う
生

理
活
性
物
質
の
残
存
量
に
つ
い
て
」（
文
部
科

学
省　

ス
ー
パ
ー
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ハ
イ

ス
ク
ー
ル　

SPH

）
と
夏
休
み
期
間
に
3
日
間
、

お
よ
び
2
日
間
実
施
し
約
40
人
の
高
校
生
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
継
続
し
て
実
施
す
る

予
定
で
す
。

生
物
化
学
工
学
科
生
物
化
学
コ
ー
ス

�

4
年
生　

永
岡　

志
穂
さ
ん

　

東
広
島
市
の
地
元
の
高
校
か
ら
高
分
子
化
学

と
教
員
資
格

に
興
味
を

持
っ
て
、
工

学
部
の
生
物

化
学
工
学
科

に
進
学
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
生
体
材
料
化
学
研
究
室
で
白

石
教
授
の
指
導
の
元
、
再
生
医
療
製
品
に
関
す

る
テ
ー
マ
で
研
究
し
て
い
ま
す
。
4
年
間
の
思

い
出
は
、
化
学
や
生
物
学
の
勉
強
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
色
々
と
企
画
し
て
実
行
し
た
生
物
化

学
工
学
会
（
現
在　

化
学
生
命
工
学
会
）
の
活

学
生
紹
介

動
し
た
り
、
教
職
授
業
の
一
環
で
子
ど
も
達
が

「
サ
イ
エ
ン
ス
好
き
」
と
な
る
よ
う
な
模
擬
授
業

を
企
画
・
実
行
し
た
こ
と
で
す
。
生
物
化
学
工

学
会
で
は
、
う
め
の
辺
祭
に
出
店
し
て
廃
油
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
た
。
模
擬
授
業
で
は
兵
庫

県
の
中
学
生
に
対
し
て
酵
素
反
応
に
つ
い
て
の

実
験
と
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

3
年
次
に
は
、
廃

油
回
収
活
動
に
つ
い

て
「
Ｅ
Ｐ
Ｏ
ち
ゅ
う

ご
く
中
国
」
や
「
四

国
Ｅ
Ｐ
Ｏ
」
の
方
々

に
ご
支
援
い
た
だ
き
、

岡
山
県
で
開
催
さ
れ

た
ユ
ニ
バ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
大

会
に
参
加
し
発
表
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議 

公
式
サ

ブ
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
を
し
、
他
大
学
の
多
く

の
学
生
達
と
環
境
保
全
に
つ
い
て
議
論
を
す
る

な
ど
、
他
で
は
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
就
職
活
動
中
で
す
が
、
今
後
も
近
畿
大

学
工
学
部
で
活
動
し
た
よ
う
に
、
興
味
を
持
っ

て
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

E
S

D
:E

d
u

cation
 for S

u
stain

ab
le 

D
evelopm

ent 

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育

EPO
:Environm

ental Partnership O
ffice 

地
球
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
務
局

○
平
成
26
年
度
卒
業
研
究
発
表

　

2
月
18
日
に
平
成
26
年
度
卒
業
研
究
発
表
会

が
開
催
さ
れ
、
80
件
の
卒
業
研
究
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
前
年
7
月
に
中
間
発
表

を
実
施
し
た
上
で
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

発
表
形
式
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
10
時
か

ら
15
時
ま
で
の
間
に
、
発
表
者
と
教
員
、
4
年

生
同
士
、
下
級
生
と
の
間
で
研
究
成
果
に
つ
い

て
活
発
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
26
年
度
卒
業
式

　

3
月
13
日
に
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
生
物
化

学
工
学
科
か
ら
は
、
生
物
化
学
コ
ー
ス
12
名

（JA
BEE

コ
ー
ス
）　

化
学
環
境
コ
ー
ス
72
名
が

社
会
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業

生
84
名
の
内
69
人
が
、
食
品
衛
生
管
理
者
・
監

視
員
の
資
格
を
卒
業
と
同
時
に
取
得
し
ま
し
た
。

在
学
中
に
取
得
し
た
資
格
等
を
活
か
し
、
社
会

で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
祈
念
し
て
い
ま
す
。

○
平
成
27
年
度
入
学
式
・
新
入
生
研
修
会

　

4
月
6
日
に
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、
１
０
１

名
の
新
入
生
が
化
学
生
命
工
学
科
の
3
期
生
と

し
て
全
国
か
ら
入
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
4
月

17
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、
化
学
生
命
工
学
会

主
催
の
新
入
生
研
修
会
がY

M
CA

コ
ン
フ
ォ
レ

ス
ト
湯
来
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
や
宮
島
観
光
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

近
畿
大
学
の
自
校
学
習
ま
で
幅
広
い
内
容
を
研

修
し
ま
し
た
。

○
高
圧
食
品
物
性
解
析
装
置
を
導
入

　

食
品
科
学
コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
食
品
分
野
に
対
応
で
き
る
教
育
研
究
設

化
学
生
命
工
学
科
だ
よ
り

旧
・
工
業
化
学
科

旧
・
化
学
環
境
工
学
科

旧
・
生
物
化
学
工
学
科



第 18号	 近畿大学工学部同窓会報	 平成 27 年９月１日（6）

（
亀
田
孝
嗣　

准
教
授
）

今
年
度
は
学
部
生
６
名
で
す
。
せ
ん
断
乱
流
に
お
け

る
混
合
お
よ
び
拡
散
能
と
乱
流
渦
と
の
関
係
や
抵
抗

に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
特
別

予
算
に
て
計
測
装
置
を
新
た
に
導
入
し
ま
す
。
少
し

ず
つ
で
す
が
、
実
験
設
備
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

○
憲
法
学
研
究
室

（
西
條
潤　

講
師
）

　

個
別
具
体
的
な
法
令
が
日
本
国
憲
法
（
と
り

わ
け
差
別
禁
止
を
定
め
る
一
四
条
一
項
）
に
違
反

す
る
も
の
で
な
い
か
を
判
定
す
る
た
め
の
判
断
枠

組
を
理
論
化
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
数
理
論
理
学
研
究
室

（
田
中
広
志　

講
師
）

　

数
学
的
構
造
お
よ
び
そ
の
公
理
を
、
論
理
学

の
手
法
を
使
っ
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

実
数
な
ど
の
順
序
関
係
を
考
え
ら
れ
る
数
学
的

構
造
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
１
年
生　

元
田
千
恵
）

　

私
は
、
こ
の
四
月
に

近
畿
大
学
に
入
学
し
ま

し
た
。
入
学
し
て
か
ら

幾
分
か
の
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
が
、
今
ま
で

の
環
境
と
の
違
い
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

入
学
前
か
ら
の
話
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
が
、
大
学
の
環
境
は
今
ま
で
と
比
べ
る
と

か
な
り
自
由
度
が
高
い
と
思
う
こ
と
が
何
度
か

あ
り
ま
し
た
。
高
校
生
の
頃
ま
で
は
、
規
則
を

意
識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
現
在
よ
り
も
多
か
っ

た
せ
い
か
、
今
ま
で
の
世
界
と
違
う
こ
と
で
、

最
初
の
う
ち
は
や
は
り
慣
れ
ず
戸
惑
う
こ
と
も

多
か
っ
た
で
す
。
縛
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
環

境
の
中
で
、
以
前
よ
り
も
自
分
が
ど
の
よ
う
な

行
動
を
と
る
か
考
え
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
周
囲
の
意
見
に
流
さ
れ
て
、
あ
ま

り
自
分
で
何
を
す
る
か
を
考
え
る
機
会
は
多
く

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
大
学
に
入
学
し
た

の
も
、
周
り
の
人
が
行
く
か
ら
と
い
う
ぐ
ら
い
の

理
由
で
。
自
分
の
意
志
を
そ
れ
ほ
ど
強
く
持
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
し
か

し
今
は
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い

る
気
が
し
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思
い

が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
大
学
で
頑
張
り
な
が
ら

自
分
の
や
る
事
を
も
っ
と
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

学
生
紹
介

元田さん

究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
山
田
智
裕　

助
教
）

　

学
部
生
５
名
で
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
せ

ん
断
加
工
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
高
強

度
な
鉄
鋼
材
料
を
中
心
に
実
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。
厚
鋼
板
の
せ
ん
断
加
工
に
お
け
る
焼
付
き

現
象
と
工
具
形
状
・
材
質
の
関
係
に
つ
い
て
研

究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
材
料
工
学
研
究
室

（
旗
手
稔　

教
授
）

　

ゼ
ミ
生
８
名
と
鋳
鉄
材
料
の
強
度
特
性
と
機

能
性
に
つ
い
て
、
卒
業
生
を
含
む
数
社
の
企
業

と
の
共
同
研
究
内
容
も
入
れ
、
ゼ
ミ
生
と
触
れ

合
う
機
会
を
大
切
に
す
る
こ
と
も
心
掛
け
て
研

究
し
て
い
ま
す
。

（
信
木
関　

准
教
授
）

　

ゼ
ミ
生
6
名
に
て
粉
末
冶
金
法
を
用
い
た
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
や
チ
タ
ン
系
の
水
素
吸
蔵
合
金
の

探
索
、
鉄
鋼
材
料
の
靭
性
評
価
に
関
す
る
研
究

を
継
続
中
で
す
。
週
一
回
の
ゼ
ミ
会
で
は
、
研

究
発
表
や
輪
講
を
実
施
し
、
懇
親
会
や
ゼ
ミ
旅

行
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

○
熱
工
学
研
究
室

（
田
端
道
彦　

教
授
）

　

大
学
院
生
１
名
と
学
部
生
９
名
で
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
焼
で
の
微
粒
化
・
蒸
発
過
程
の

レ
ー
ザ
計
測
、
着
火
・
排
気
特
性
の
計
測
を
本

格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
素
ロ
ー
タ

リ
エ
ン
ジ
ン
や
バ
イ
オ
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
の
高
効

率
化
の
研
究
も
継
続
中
で
す
。

（
玉
木
伸
茂　

准
教
授
）　　

○
惑
星
科
学
研
究
室

（
道
上
達
広　

准
教
授
）

　

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
の
画
像
デ
ー

タ
の
解
析
、
天
体
衝
突
を
模
擬
し
た
高
速
度
衝

突
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
イ
ト
カ
ワ

粒
子
の
形
状
や
、
月
、
火
星
の
縦
穴
構
造
の
研

究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
末
、
無
事
「
は

や
ぶ
さ
２
」
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
流
体
工
学
研
究
室

（
角
田
勝　

教
授
）

　

学
部
生
７
名
の
研
究
室
で
す
。
突
風
や
変
動

風
を
受
け
る
自
動
車
の
非
定
常
空
気
力
特
性
や

抄
紙
機
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
る
高
濃
度
パ

ル
プ
繊
維
の
分
散
技
術
の
開
発
、
さ
ら
に
は
配

管
（
ベ
ン
ド
）
内
脈
動
流
の
流
れ
特
性
に
関
す

る
研
究
な
ど
、
広
範
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

成
長
段
階
に
合
わ
せ
た
教
育
」
に
配
慮
し
、
教

え
す
ぎ
ず
、
学
生
の
個
性
を
尊
重
し
て
、
指
示

を
待
つ
の
で
は
な
く
自
発
的
に
考
え
・
行
動
す

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
人
間
を
育
て
た
い
で
す
。

そ
し
て
研
究
に
つ
い
て
も
、
研
究
者
と
し
て
知

的
好
奇
心
を
探
求
し
続
け
、
同
時
に
、
学
生
と

そ
の
楽
し
さ
を
共
有
す
る
こ
と
を
実
現
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
学
生
と
共
に
自
分
自
身
も
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
設
計
工
学
研
究
室

（
白
石
光
信　

教
授
）

　

加
工
の
“
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
化
”
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、
伝
熱
管
等
に
使
用
さ
れ
る
フ
ィ
ン

チ
ュ
ー
ブ
や
自
動
車
、
電
化
製
品
、
建
築
物
等

の
湾
曲
部
材
の
新
し
い
押
出
し
成
形
技
術
に
関

す
る
研
究
を
大
学
院
生
２
名
と
４
年
生
８
名
と

と
も
に
行
っ
て
い
ま
す
。

○
計
測
制
御
工
学
研
究
室

（
西
村
公
伸　

教
授
）

　

振
動
除
去
や
振
動
を
利
用
し
な
が
ら
オ
ー

デ
ィ
オ
機
器
の
音
質
改
善
に
取
り
組
ん
で
20
年
、

オ
ー
デ
ィ
オ
イ
ン
シ
ュ
レ
ー
タ
の
開
発
に
加
え

て
、
振
動
抑
制
効
果
の
高
い
溶
液
の
挙
動
解
明

に
全
力
し
て
い
ま
す
。
更
な
る
音
質
改
善
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

（
樹
野
淳
也　

准
教
授
）

　

平
成
26
年
９
月
に
、
在
外
研
究
先
の
カ
ー
ネ

ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ピ
ッ

ツ
バ
ー
グ
）
へ
よ
り
帰
国
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
現
地
で
の
知
見
・
経
験
を
活
か
し
、
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
の
精
密
農
業
へ
の
応
用
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
車
両
等
の
振
動
・
乗
り
心

地
問
題
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
加
工
工
学
研
究
室

（
生
田
明
彦　

准
教
授
）

　

平
成
27
年
度
は
研
究
補
助
員
の
平
松
二
徳
氏

を
お
迎
え
し
、
学
生
８
名
に
て
、
摩
擦
攪
拌
接

合
の
ツ
ー
ル
な
ら
び
に
塑
性
流
動
に
関
す
る
研

究
、
ク
ロ
ム
鋼
切
削
時
の
凝
着
に
関
す
る
研
究

お
よ
び
粉
体
溶
接
時
の
溶
融
挙
動
に
関
す
る
研

研
究
室
紹
介

○
加
工
工
学
研
究
室
に
山
田
助
教
が
着
任
さ
れ
、

ま
た
信
木
講
師
が
准
教
授
に
昇
格
さ
れ
ま
し
た
。

機
械
工
学
科
の
若
い
先
生
を
中
心
に
新
し
い
学

科
の
姿
を
検
討
し
始
め
ま
し
た
。

○
西
村
教
授
が
学
科
長
に
就
任
さ
れ
、
白
石
教

授
は
研
究
科
長
、
旗
手
教
授
は
学
部
長
補
佐
、

角
田
教
授
は
次
世
代
基
盤
技
術
研
究
所
長
と
し

て
、
学
部
・
大
学
院
を
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
上
森
准
教
授
は
岡
山
大
学
大
学
院
に
移
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

○
昨
年
度
は
、
2
月
18
日
に
卒
業
研
究
発
表
会
、

修
士
学
位
論
文
公
聴
会
が
1
月
27
日
に
実
施
さ

れ
、
学
科
よ
り
学
部
生
78
名
、
大
学
院
生
8
名

が
社
会
に
巣
立
ち
ま
し
た
。
学
科
の
就
職
内
定

率
は
、
98
％
と
高
い
水
準
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
院
博
士
課
程
前
期
へ
は
４
名
（（
他

学
へ
１
名
）、
後
期
に
１
名
進
学
し
ま
し
た
。

○
今
春
は
、
全
国
か
ら
１
１
０
名
の
新
入
生
を

数
え
て
い
ま
す
。
競
争
率
に
つ
い
て
も
高
い
水

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
4
月
17
日
と
18
日
に
、

機
械
工
学
会
主
催
の
研
修
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
い
こ
い
の
村
ひ
ろ
し
ま
に
宿
泊
し
、
自
己

紹
介
や
自
校
学
習
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
ま
し
た
。

◎
新
任
教
員
の
抱
負
（
山
田
智
裕　

助
教
）

　

本
年
４
月
１
日
付
で

機
械
工
学
科
に
着
任
致

し
ま
し
た
山
田
智
裕
で

す
。
専
門
は
金
属
の
プ

レ
ス
加
工
、
特
に
切
断

加
工
技
術
で
あ
る
「
せ

ん
断
加
工
」
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
簡
単

に
私
の
経
歴
を
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
大
学

を
卒
業
後
、
岐
阜
大
学
金
型
創
成
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
に
て
技
術
補
佐
員
と
し
て
学
部
４
年

生
・
大
学
院
博
士
前
期
課
程
生
を
対
象
に
、
金

型
を
「
設
計
」・「
加
工
」
し
て
、
最
終
的
に
製

品
を
「
成
形
」
す
る
実
学
中
心
の
教
育
を
３
年

間
担
当
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岐
阜
大
学
の
博

士
後
期
課
程
を
修
了
し
、
本
職
に
就
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
プ
ロ
の
教
育
者
と
し
て
「
学
生
の

学
科
ト
ピ
ッ
ク
ス

山田先生

機
械
工
学
科
だ
よ
り



（7）平成 27年９月１日	 近畿大学工学部同窓会報	 第 18号

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
室

（
助
教　

山
元
翔
）

　

Ａ
Ｒ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
い
っ
た
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
機
器
を
用
い
、
人
の
利
用
す
る
現
実
空

間
と
仮
想
空
間
を
シ
ー
ム
レ
ス
か
つ
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
に
接
続
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
研

究
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
特
別
支
援
な
ど
を

現
場
と
し
て
お
り
ま
す
。

�

4
年
生　

佐
藤
萌
美
さ
ん

　

私
は
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学

会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
情

報
シ
ス
テ
ム
工
学
会
で
は
1

年
生
の
た
め
に
4
月
に
新
入

生
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

他
に
も
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
の
会
社
見
学
の
引
率
と
し
て

同
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
新
入
生
研
修
会

は
宿
泊
先
の
予
約
や
、
買
い
出
し
な
ど
必
要
な

こ
と
は
す
べ
て
を
自
分
た
ち
で
行
わ
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
4
月
に
新
入
生
が
決
ま

り
そ
こ
か
ら
3
週
間
ほ
ど
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
部
屋
割
り
お
風
呂
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
な

ど
を
書
い
た
し
お
り
も
作
成
し
ま
す
。
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
決
め
で
は
男
女
比
の
差
が
激
し
く

ど
う
す
れ
ば
み
ん
な
が
楽
し
め
る
こ
と
が
で
き

る
か
何
度
も
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

安
全
に
配
慮
し
、
柔
軟
な
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

と
て
も
忙
し
か
っ
た
で
す
が
仲
間
が
い
た
か
ら

こ
そ
や
り
こ
れ
ら
を
す
べ
て
遂
げ
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
通
し
て
、
1
つ
の

こ
と
を
企
画
す
る

大
変
さ
を
味
わ
う

と
共
に
や
り
が
い

を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
情

報
シ
ス
テ
ム
工
学

会
に
入
り
、
研
修

会
を
企
画
す
る
こ

と
に
携
わ
れ
て
本

当
に
よ
か
っ
た
で

す
。

学
生
紹
介

体
育
学
研
究
室

（
准
教
授　

冨
永
徳
幸
）

　

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ジ
ャ
ー
を
関
心
領
域
に
社
会

的
・
心
理
的
分
析
を
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
は

全
員
が
運
動
部
員
で
ユ
ニ
ー
ク
な
人
材
が
多
く
、

就
職
状
況
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。

応
用
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
室

（
准
教
授　

木
村
有
寿
）

　

主
に
、
生
産
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
ま
す
。
研
究
成
果
の
実
用
化
に
向
け
、
企
業

と
共
同
で
生
産
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
。
授
業
で
は
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
社
の
ビ

ジ
ネ
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
講
義
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
室

（
准
教
授　

片
岡
隆
之
）

　

生
産
拠
点
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
視
野
に
不
確

実
な
作
業
者
や
需
要
変
動
に
機
動
的
編
成
が
可

能
な
新
た
な
生
産
シ
ス
テ
ム
の
同
時
計
画
手
法

を
開
発
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
9
月
１
日
か

ら
１
年
間
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学
に
在
外
研

究
し
て
お
り
ま
し
た
。

知
能
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
室

（
講
師　

大
谷
崇
）

　

人
間
の
知
的
活
動
を
代
行
・
サ
ポ
ー
ト
す
る

“
人
に
や
さ
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
”
を

標
榜
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン

で
フ
リ
ー
なLinux

上
の
ツ
ー
ル
や
ラ
イ
ブ
ラ

リ
を
駆
使
し
て
、
今
年
度
は
7
名
の
学
生
と
悪

戦
苦
闘
中
で
す
。

生
体
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
室

（
講
師　

中
村
一
美
）

　

平
成
24
年
度
よ
り
情
報
学
科
に
所
属
し
て
い

ま
す
。
自
動
車
空
調
シ
ス
テ
ム
の
快
適
性
評
価

や
香
り
が
行
動
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
の
研
究
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
8
名
の
学
生
と
、

研
究
に
、
イ
ベ
ン
ト
に
と
、
と
て
も
賑
や
か
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

英
語
研
究
室

（
講
師　

西
尾
美
由
紀
）

　

19
世
紀
イ
ギ
リ
ス
小
説
家
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
言
語
・
文
体
を
研
究
し
て
い
ま

す
。
担
当
授
業
科
目
は
、
英
語C

、
科
学
技
術

英
語
、
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（iPad

で
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
演
習
）
で
す
。

保
健
体
育
研
究
室

（
教
授　

田
口
節
芳
）

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
Ⅰ
（
卓
球
）、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

Ⅱ
（
テ
ニ
ス
）
な
ど
の
基
礎
教
育
科
目
と
、
健

康
管
理
論
、
運
動
処
方
論
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
ス

ポ
ー
ツ
テ
ー
ピ
ン
グ
な
ど
の
特
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
ウ
エ
ル
ネ
ス
特
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

認
知
心
理
学
研
究
室

（
教
授　

髙
山
智
行
）

　

今
年
度
の
ゼ
ミ
生
は
７
名
。
例
年
就
職
活
動

の
影
響
で
卒
業
研
究
へ
の
取
り
掛
か
り
が
遅
く

な
る
の
で
、
前
期
は
週
２
回
で
ゼ
ミ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
、
感
性
評
価
と
脳
波
指
標
と
の
対
応
づ

け
が
中
心
で
す
。

企
業
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
室

（
教
授　

谷
崎
隆
士
）

　

大
学
院
生
２
名
、
学
部
生
９
名
の
11
名
に
加

え
、
広
大
院
生
１
名
が
研
究
生
と
し
て
来
て
い

ま
す
。
離
散
最
適
化
、
マ
ル
チ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
ロ
セ
ス
分
析
・
設
計

技
術 

等
の
産
業
応
用
と
し
て
企
業
と
の
共
同
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

映
像
応
用
シ
ス
テ
ム
研
究
室

（
教
授　

田
中
一
基
）

　

動
画
像
の
解
析
技
術
は
、
移
動
物
体
の
検
知

や
シ
ー
ン
の
自
動
認
識
な
ど
様
々
な
目
的
で
研

究
・
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
研
究
室
で

は
動
画
像
解
析
技
術
の
応
用
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
の
動
作
解
析
や
訓
練
支
援
シ
ス
テ
ム
の
研
究

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

情
報
物
理
研
究
室

（
教
授　

徐　

丙
鉄
）

　

今
年
の
卒
研
生
は
7
名
で
す
。Raspberry 

Pi,RealSense 3D
 Cam

era

を
活
用
し
て
、「
こ

ん
な
こ
と
で
き
た
ら
い
い
な
」
の
実
現
を
目
指

し
て
、
ア
イ
デ
ア
を
練
り
、
知
恵
を
絞
り
、
シ

ス
テ
ム
を
開
発
中
で
す
。
卒
研
の
様
子
は
以
下

で
公
開
し
て
い
ま
す
。http://buturi.hetem

l.
jp/student/2015/

○
卒
業
研
究
発
表
会
（
平
成
26
年
度
）

　

平
成
27
年
２
月
18
日
㈬　

３
会
場
に
て
計
68

題
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
新
入
生
研
修
会
（
平
成
27
年
度
）

　

平
成
27
年
４
月
17
日
㈮
・
18
日
㈯
の
２
日

間
、休
暇
村
帝
釈
峡
を
研
修
地
と
し
て
開
催
（
参

加
者
は
学
生
・
教
員
総
勢
１
０
８
名
）
さ
れ
ま

し
た
。
１
日
目
の
実
習
（
チ
ュ
ー
タ
ー
グ
ル
ー

プ
単
位
）、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
ビ
ン
ゴ
大
会
）、

２
日
目
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
ド
ッ
ヂ
ボ
ー

ル
）
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

○
新
任
教
員

　

平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
で
、
山
元
翔
助
教

（
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
室
）
が
赴
任

さ
れ
ま
し
た
。

○
在
外
研
究

　

片
岡
隆
之
准
教
授
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学

（
独
）
に
て
在
外
研
究
中
（
平
成
26
年
９
月
1
日

～
平
成
27
年
８
月
31
日
）
で
す
。

知
覚
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
室

（
教
授　

荻
原
昭
夫
）

　

音
楽
・
音
声
な
ど
の
音
響
メ
デ
ィ
ア
を
研
究

対
象
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
を
人
間
が

知
覚
す
る
際
の
機
構
や
特
性
を
利
用
し
た
工
学

的
手
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
音
楽
電

子
透
か
し
技
術
や
音
楽
情
報
処
理
を
中
心
に
研

究
活
動
を
展
開
中
で
す
。

シ
ス
テ
ム
情
報
研
究
室

（
教
授　

松
冨
達
夫
）

　

４
年
生
８
名
で
構
成
さ
れ
た
研
究
室
で
す
。

シ
ス
テ
ム
最
適
化
技
術
開
発
の
研
究
を
続
け
て

い
ま
す
が
、
近
年
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
の
応

用
分
野
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
達

の
好
奇
心
が
旺
盛
で
、
興
味
深
い
研
究
成
果
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

学
科
ト
ピ
ッ
ク
ス

研
究
室
紹
介

情
報
学
科
だ
よ
り

旧
・
経
営
工
学
科

旧
・
経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
科

旧
・
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
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科
の
学
生
で
し
た
。

　

８
月
１
日
の
２
次
審
査
（
公
開
審
査
）
の

結
果
、
澤
田
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
こ
の
作
品
は
、
実
際
に
建
築
さ
れ
ま

し
た
。
大
学
院
生
２
人
も
ブ
ロ
ン
ズ
賞
を
獲

得
し
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
ド
賞 

（
最
優
秀
賞　

澤
田
遥
香
４
年
）、

ブ
ロ
ン
ズ
賞　

牧
佑
育
（
Ｍ
２
）、
手
銭
光
明

（
Ｍ
１
）

�

　

４
年
生　

牛
島
美
彩
紀
さ
ん

　

建
築
材
料
研
究
室
で
、
伝
統
的
木
造
建
築

の
維
持
保
全
に
つ
い
て
研
究
中
の
牛
島
美
彩

紀
さ
ん
（
写
真
中
央
）
か
ら
の
近
況
報
告
で
す
。

　

最
近
、「
け
ん

せ
つ
小
町
」、「
国

交
省
が
建
設
女

子
を
サ
ポ
ー
ト
」

と
い
っ
た
建
設

業
で
働
く
女
性

を
応
援
す
る
制

度
や
言
葉
を
よ

く
耳
に
し
ま

す
。
私
は
、
設

計
事
務
所
、
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
サ
ブ
コ
ン
な
ど
、

数
あ
る
建
設
会
社
の
中
か
ら
準
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
の
施
工
管
理
を
選
び
ま
し
た
。
そ
れ
は「
実

際
に
建
物
に
携
わ
り
、
未
来
や
誰
か
の
記
憶

に
残
る
も
の
を
作
り
た
い
」
と
い
う
想
い
が

強
く
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
女
性
で
も

出
来
る
と
い
う
事
を
証
明
し
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。
就
職
活
動
の
際
に
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
や
友
人
に
は
深
く
感
謝
し
て
い
ま

す
。

学
生
紹
介

学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
設
計
演
習
を

通
じ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

○
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
受
賞

　

非
常
勤
講
師
・
齊
藤
正
先
生
が
こ
れ
ま
で

に
活
動
さ
れ
て
き
た
社
会
貢
献
に
対
す
る
業

績
が
評
価
さ
れ
、
平
成
26
年
度
（
第
65
回
）

芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
受
賞
理
由
は
「
塩
飽
（
し
わ
く
）

大
工
を
再
組
織
化
し
、
東
日
本
大
震
災
支
援

の
た
め
に
「ZEN

K
O

N

湯
」
と
い
う
名
の

風
呂
を
被
災
地
に
17
棟
建
設
し
た
り
、
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
で
は
建
築
素
材
の
乏
し
い
地

で
、
土
と
海
で
採
れ
る
苦
汁
（
に
が
り
）
と

消
石
灰
を
混
ぜ
て
突
き
固
め
て
構
築
す
る「
版

築
」
と
い
う
今
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
工

法
を
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
で
実
現
し
、
そ
の
成
果

をH
A

N
CH

IK
U

 H
O

U
SE 

に
結
実
さ
せ
て
い

る
。
さ
ら
に
エ
ボ
ラ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
グ
ッ
ズ
開

発
な
ど
常
に
芸
術
活
動
を
通
じ
て
社
会
に
貢

献
す
る
姿
勢
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。」
で
す
。

　

現
在
は
、
博
士
論
文
の
応
災
研
究
の
一
環

と
し
て
ネ
パ
ー
ル
地
震
の
調
査
・
復
興
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
学
生
コ
ン
ペ
受
賞

ラ
・
ア
ト
レ
学
生

実
施
コ
ン
ペ
ゴ
ー

ル
ド
賞

澤
田
遥
香
さ
ん

（
写
真
左
端
）

　

第
１
回
ラ
・
ア

ト
レ
学
生
実
施
コ

ン
ペ
２
０
１
４

「
す
む
×
か
た
ち
」

の
１
次
審
査
結
果
が
出
ま
し
た
。
１
３
５
点

の
応
募
案
か
ら
厳
正
な
審
査
を
通
過
し
た
７

名
の
内
、
３
名
が
近
畿
大
学
工
学
部
建
築
学

和
53
年
）
に
近
畿
大
学
工
学
部
に
着
任
さ
れ
、

現
在
に
至
る
ま
で
の
間
に
は
、
学
科
長
や
学

生
部
長
補
佐
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
高
井
先

生
、
長
い
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
新
非
常
勤
講
師

　

平
成
26
年
度
か
ら
新
た
に
、
畑
克
敏
先
生
、

可
児
公
一
先
生
、
植
美
雪
先
生
、
平
成
27
年

度
か
ら
佐
々
木
勝
敏
先
生
、
村
田
純
先
生
、

土
井
良
介
先
生
、
中
脇
充
博
先
生
の
計
７
名

の
先
生
方
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
本
学
の

設
計
教
育
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
先
生
方
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

○
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
交
換
留
学
ス
タ
ー
ト

　

建
築
学
科
で
は
、
毎
年
様
々
な
国
際
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
タ
イ
の
タ

マ
サ
ー
ト
大
学
と
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
か
ら
留

○
建
築
学
科
設
立
五
十
周
年

　

本
年
度
は
、
建
築
学
科
が
工
学
部
に
設
置

さ
れ
て
50
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
れ
を
記

念
し
て
二
つ
の
行
事
を
計
画
し
ま
し
た
。

一
つ
は
、
日
本
建
築
学
会
中
国
支
部
研
究
発

表
会
を
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し
ま
す
。

開
催
日
は
、
平
成
28
年
３
月
５
日
㈯
と
６
日

㈰
の
二
日
間
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
建
築
学
科
の
同
窓
会
で
す
。

こ
ち
ら
の
方
は
、
本
年
８
月
１
日
㈯
に
Ｅ
館

（
建
築
棟
）
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
建
築
学
科

設
置
に
尽
力
さ
れ
た
、
山
根
元
事
務
部
長
様

や
建
築
学
科
の
父
、
村
永
元
教
授
を
は
じ
め
、

ご
退
職
の
先
生
方
、
現
職
の
先
生
方
、
そ
れ

か
ら
多
く
の
卒
業
生
が
多
数
参
加
さ
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
昔
話
に
大
い
に
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
同
窓
会
は
こ
れ
を
第
１
回
と
し

て
毎
年
開
催
す
る
計
画
で
す
。
来
年
度
は
未

定
で
す
が
、
建
築
学
科
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
イ

ト
（http://w

w
w

.archi.hiro.kindai.ac.jp/

）

に
情
報
を
ア
ッ
プ
し
ま
す
の
で
、
時
折
ご
確

認
い
た
だ
い
て
、
可
能
で
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
出

席
下
さ
い
。

○
高
井
広
行
先
生
の
ご
退
職

　

平
成
27
年
３
月
末
で
高
井
広
行
先
生
が
定

年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
１
月
28
日
、
高
井
先

生
の
37
年
間
の
教
員
生
活
を
締
め
く
く
る
最

終
講
義
が
行
わ
れ
、
建
築
学
科
の
在
学
生
と

教
員
に
加
え
、
他
学
科
の
教
員
や
職
員
も
集

ま
り
ま
し
た
。高
井
先
生
は
、１
９
７
８
年（
昭

学
科
ト
ピ
ッ
ク
ス

建
築
学
科
だ
よ
り
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知
能
情
報
処
理
研
究
室

　
　

出
口　

幸
子　

准
教
授 （
Ｄ
３
３
４
室
）

情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
室

　
　

藤
野　

貴
之　

准
教
授 （
Ｄ
２
５
６
室
）

情
報
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
室

　
　

中
田　

俊
司　

准
教
授 （
Ｄ
２
３
７
室
）

計
測
工
学
研
究
室

　
　

廿
日
出　

好　

准
教
授 （
Ｄ
１
２
５
室
）

英
語
研
究
室

　
　

本
計　

義
文　

講
師　

 （
Ａ
４
０
６
室
）

「
電
子
情
報
工
学
科
女
子
学
生
会
」

　

３
年
生　

�

澤
近
綾
乃
・
佐
藤
ち
ひ
ろ
・
直
江
恵
里

　

電
子
情
報
工
学
科
で
は
、
人
数
は
少
な
い

で
す
が
現
在
10
名
の
女
子
学
生
が
在
籍
し
て

い
ま
す
。
学
年
や
所
属
サ
ー
ク
ル
等
も
バ
ラ

バ
ラ
で
、
な
か
な
か
皆
が
集
ま
る
こ
と
が
無

い
た
め
、
出
口
先
生
に
声
掛
け
し
て
頂
き
、

ひ
と
月
に
１
回
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
女
子
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
一
緒
に
お
茶
し
た
り
ラ

ン
チ
を
食
べ
た
り
し
つ
つ
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
話
し
て
い
ま
す
。
各
授
業
科
目
の
試
験
対

策
な
ど
も
、
密
に
情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。

世
間
一
般
の
イ
メ
ー
ジ
の
女
子
会
ほ
ど
浮
い

た
話
は
な
い
の
で
す
が
、
違
う
学
年
の
子
と

で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
話
が
で
き
る
の
は
、

女
子
会
の
お
か
げ
か
と
思
い
ま
す
。
女
子
学

生
数
10
名
は
、
近
年
で

は
多
い
方
だ
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
も
っ
と
増

え
て
く
れ
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。（
本

音
は
、
上
の
学
年
の
先

輩
が
増
え
て
ほ
し
い
の

で
す
が
…
）

学
生
紹
介

○
課
外
ゼ
ミ
「
数
理
ゼ
ミ
」
の
活
発
化

　

数
理
情
報
研
究
室
（
中
島
先
生
）
の
大
学

院
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
数
学
関
連
の
勉
強

を
放
課
後
に
自
発
的
に
行
っ
て
お
り
、
下
級

生
も
多
数
参
加
し
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
対
外
的
な
活
動
も
積
極
的
で
、
工
学

系
数
学
統
一
試
験
（
Ｅ
Ｍ
ａ
Ｔ
）
を
受
験
し

て
腕
試
し
を
し
た
り
、
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
広
島
支
部

主
催
の
学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

の
運
営
に
深
く
携
わ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
、
中
国
地
方
の
大
学
生
・
大
学

院
生
が
主
体
と
な
っ
て
企
画･

運
営
を
行
う
学

会
発
表
の
場
で
、
本
ゼ
ミ
の
参
加
学
生
が
開

催
大
学
の
学
生
達
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の

Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
近
場
の
広
島
市
内
で
開
催
さ
れ

た
た
め
、
二
年
生
な
ど
下
級
生
も
数
多
く
聴

講
に
行
き
、
良
い
刺
激
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
学
生
が
得
た
自
信

は
、
近
畿
大
学
や
国
公
立
大
学
等
の
大
学
院

受
験
を
後
押
し
し
て
お
り
、
徐
々
に
実
績
に

も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
研
究
室
構
成
教
員
を
紹
介
し
ま
す
。

非
接
触
セ
ン
シ
ン
グ
研
究
室

　
　

栗
田　

耕
一 

教
授

　
　
　
　
　
　
　

 （
学
科
長
、
Ｄ
２
３
６
室
）

信
号
情
報
制
御
第
二
研
究
室

　
　

畠
山　

一
達　

教
授 　
（
Ｄ
１
２
７
室
）

数
理
情
報
研
究
室

　
　

中
島　

弘
之　

教
授　

 （
Ｄ
１
４
０
室
）

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
研
究
室

　
　

藤
本　

暢
宏　

教
授　

 （
Ｄ
２
５
５
室
）

電
子
デ
バ
イ
ス
研
究
室

　
　

岡
田　

和
之　

准
教
授 （
Ｄ
２
３
５
室
）

信
号
情
報
制
御
第
一
研
究
室

　
　

山
内　

雅
弘　

准
教
授 （
Ｄ
１
２
６
室
）

現
在
の
研
究
室
構
成

介
も
あ
り
、
新
入
生
も
興
味
深
く
聞
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
二
日
目
の
午
後
に
は
北
広

島
町
に
あ
る
千
代
田
運
動
公
園
の
総
合
体
育

館
に
場
所
を
移
し
、
恒
例
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。10
チ
ュ
ー
タ
グ
ル
ー

プ
と
工
学
会
チ
ー
ム
・
教
員
チ
ー
ム
を
加
え

た
計
12
チ
ー
ム
が
６
面
の
コ
ー
ト
を
使
っ
て

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
上
位
チ
ー
ム
へ
の

景
品
を
工
学
会
員
が
厳
選
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
な
ど
今
後
の
授
業
・
実
験
等
で
役
立
つ
も

の
が
試
合
後
の
表
彰
式
で
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
二
、三
年
の
間
に
、
学
科
教
員
の
顔

ぶ
れ
も
か
な
り
変
わ
り
ま
し
た
。
栗
田
耕
一

先
生
、
中
田
俊
司
先
生
、
廿
日
出
好
先
生
の

三
名
の
先
生
方
が
新
た
に
来
ら
れ
た
一
方

で
、
定
年
退
職
後
も
引
き
続
き
非
常
勤
講
師

と
し
て
学
科
の
教
育
活
動
に
ご
尽
力
頂
い
た
、

八
十
島
義
之
先
生
、
椿
原
啓
先
生
、
坂
本
昭

彦
先
生
の
三
名
の
先
生
方
と
、
伊
藤
昭
夫
先

生
が
ご
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
顔
ぶ
れ

の
学
科
が
ス
タ
ー
ト
し
、順
調
に
軌
道
に
乗
っ

て
き
て
い
ま
す
。

○
卒
業
研
究
発
表
会

　

平
成
27
年
２
月
16
日
㈪
に
平
成
26
年
度
卒

業
論
文
発
表
会
が
２
会
場
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
、
32
件
（
69
名
）
の
論
文
が
発
表
さ
れ
、

緊
張
感
の
あ
る
発
表
と
質
疑
応
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

○
卒
業
式
・
入
学
式

　

平
成
27
年
３
月
13
日
㈮
に
平
成
26
年
度
工

学
部
卒
業
式
が
執
り
行
わ
れ
、
本
学
科
か
ら

は
62
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
ま

た
、
翌
月
の
４
月
６
日
㈪
に
は
、
平
成
27
年

度
工
学
部
入
学
式
が
行
わ
れ
、
本
学
科
に
は
、

80
名
の
新
入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

○
新
入
生
研
修
会

　

平
成
27
年
４
月
17
日
㈮
に
宮
島
（
宿
泊
は

宮
浜
温
泉
）
で
、
一
泊
二
日
の
新
入
生
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。学
科
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
栗
田
学
科
長
か
ら
大
学
で
の
学
び

方
・
意
識
の
高
め
方
に
つ
い
て
の
話
か
ら
始

ま
り
、
上
級
生
で
あ
る
工
学
会
員
か
ら
上
手

な
学
生
生
活
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
の
レ
ク

チ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。
簡
単
料
理
レ
シ
ピ

や
体
調
管
理
方
法
、
東
広
島
の
ご
み
の
分
別

な
ど
、
一
人
暮
ら
し
に
役
立
つ
豆
知
識
の
紹

電
子
情
報
工
学
科
だ
よ
り

新入生研修会の様子
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さ
れ
、
当
学
科
か
ら
69
名
の
卒
業
生
と
２
名
の

大
学
院
修
了
生
が
新
た
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

○
産
業
用
双
腕
ロ
ボ
ッ
トB

axter

の
導
入

　

工
学
部
平
成
26
年
度
特
別
予
算
で
、
米
国

Rethink Robotics

社
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

Baxter

を
導
入
し
ま
し
た
。

Baxter

は
、
２
０
１
２
年

発
表
さ
れ
た
最
新
型
双
腕

ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
り
、
片
腕

で
は
７
自
由
度
、
双
腕
で

14
自
由
度
を
有
し
ま
す
。

ま
た
、
ヘ
ッ
ド
部
に
小
型

液
晶
モ
ニ
タ
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
作
業
の
状
況
に

応
じ
て
表
情
が
表
示
さ
れ

ま
す
。
Ｈ
27
年
度
か
ら
開

講
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
工
学

実
験
Ⅱ
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
多
く
の
学
生

は
実
験
で
最
先
端
の
ロ

ボ
ッ
ト
に
触
れ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

○
就
職
状
況

　

今
年
度
か
ら
大
学
生
は
学
業
を
優
先
す
べ
き

と
い
う
政
府
要
請
に
応
え
、
就
職
の
た
め
の
広

報
活
動
は
12
月
か
ら
3
月
に
、
採
用
選
考
活
動

は
４
月
か
ら
８
月
へ
と
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
影
響
に
よ
り
、
就
職
活
動
は
従
来
に
比
べ

て
遅
く
な
り
、
夏
を
迎
え
て
か
ら
活
動
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
今
年
の
夏

は
例
年
に
な
く
暑
く
な
り
そ
う
で
す
が
、
学
生

た
ち
は
元
気
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の

ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

○
入
学
式
・
新
入
生
研
修
会

　

平
成
27
年
４
月
６
日
に
工
学
部
新
入
生
入
学

式
が
挙
行
さ
れ
、
77
名
の
学
部
生
が
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
学
科
の
三
期
生
と
し
て
入
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、 

４
月
17
日
～
18
日
に
か
け
て
、
新
入
生

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
場
所
は
広

島
県
も
み
の
き
森
林
公
園
、
参
加
者
は
学
部
新

入
生
72
名
、
工
学
会
役
員
５
名
、
引
率
教
員
12

名
の
計
89
名
で
し
た
。
新
入
生
は
チ
ュ
ー
タ
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
）
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
夕
方
に
宿
泊

施
設
で
田
上
先
生
か
ら
「
安
全
の
す
す
め
」
に

つ
い
て
の
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。
泊
ま
り
が
け

の
研
修
会
に
よ
っ
て
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、

大
学
生
活
に
向
け
て
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

○
学
生
受
賞

■
横
田
成
彬
君
が
、
２
０
１
５
年
３
月
５
日
に

工
学
部
に
て
開
催
さ
れ
た
日
本
機
械
学
会 

中
国

四
国
学
生
会 

第
45
回
学
生
員
卒
業
研
究
発
表
講

演
会
に
て
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

■
４
年
生
の
井
上
寛
文
君
・
藤
田
康
太
朗
君
・

上
谷
優
君
・
嶋
田
寛
輝
君
が
昨
年
に
実
施
さ
れ

た
「
ひ
ろ
し
ま
ベ
ン
チ
ャ
ー
助
成
金
」
に
「
簡

易
尿
検
査
お
む
つ
（
高
齢
者
用
）」
の
プ
ラ
ン
を

企
画
し
、ひ
ろ
し
ま
ヤ
ン
グ
ベ
ン
チ
ャ
ー
賞
（
商

業
・
生
活
文
化
分
野
）
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

�

4
年
生　

井
上　

寛
文

�

4
年
生　

嶋
田　

寛
輝

�

4
年
生　

上
谷　
　

優

�

4
年
生　

藤
田
康
太
朗

○
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
考
え
て
み
て
」

　

私
た
ち
は
、
第
21
回
ひ
ろ
し
ま
ベ
ン
チ
ャ
ー

助
成
金
で
銀
賞
、
第
13
回
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン

チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
中
国
大
会
で
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

4
人
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
身
近
に
あ
る
も
の

で
一
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
役
立
て
ら
れ
る

も
の
を
製
作
し
た
い
と
思
い
、
検
尿
が
出
来
る

お
む
つ
を
検
討
し
ま
し
た
。「
簡
単
に
履
く
だ

学
生
紹
介

け
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
元
に
、
製
作
す
る

う
え
で
の
着
目
点
、
構
造
に
つ
い
て
自
分
た
ち

の
考
え
を
出
し
合
い
取
組
み
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
思
い
通
り
の
も
の
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
介
護
士
や
利
用
す
る
人
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
検
尿
に
必
要
な
項
目
だ
け
に
絞
り
取

り
入
れ
ま
し
た
。
簡
易
的
で
誰
で
も
取
り
扱
い

や
す
い
と
い
う
の
を
売
り
に
す
る
た
め
、
検
査

紙
の
精
度
だ
け
で
な
く
、
お
む
つ
の
履
き
心
地

や
利
用
者
が
扱
い
づ
ら
い
も
の
に
な
ら
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
た
。
ま
た
製
品
の
性
能
だ
け

で
な
く
、
今
後
の
人
口
推
移
を
も
と
に
製
品
の

収
支
予
測
を
た
て
、
販
売
先
・
生
産
委
託
先
も

考
え
プ
ラ
ン
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
元
に
社
会
に
出
て
か
ら
も
、

も
の
づ
く
り
を
通
し
て
人
の
役
に
立
つ
仕
事
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

○
現
在
の
研
究
室
構
成

　

現
在
の
研
究
室
構
成
と
担
当
教
員
を
紹
介
し

ま
す
。

医
療
・
福
祉
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
室　

�

（
学
科
長
）
岡
正
人
教
授

機
能
材
料
創
製
研
究
室�

京
極
秀
樹
教
授

自
動
車
シ
ス
テ
ム
研
究
室�

竹
原
伸
教
授

知
能
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究
室�

黄
健
教
授

フ
ィ
ー
ル
ド
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究
室

�

小
谷
内
範
穗
教
授

ロ
ボ
ッ
ト
視
覚
研
究
室�

宮
田
繁
春
准
教
授

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
室

�

嶽
間
沢
秀
孝
准
教
授

運
動
シ
ス
テ
ム
研
究
室�

酒
井
英
樹
准
教
授

ロ
ボ
ッ
ト
制
御
研
究
室�

友
國
伸
保
講
師

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
室

�

柴
田
瑞
穂
講
師

メ
カ
ト
ロ
シ
ス
テ
ム
研
究
室�

田
上
将
治
助
教

英
語
研
究
室�

安
尾
正
秋
教
授

教
育
心
理
学
研
究
室�

有
馬
比
呂
志
教
授

位
相
幾
何
学
研
究
室�

小
畑
久
美
助
教

　

研
究
室
の
順
番
は
専
門
の
先
生
方
、
基
礎
教

育
の
先
生
方
の
順
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

○
連
絡
先

　

当
学
科
の
最
新
情
報
は
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://sysdw
.hiro.kindai.ac.jp/

）
で
ご
確

認
下
さ
い
。

○
平
成
26
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
活
動

　

工
学
部
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（
７
月
、
９
月
各
１
回
）
で
は
、
小
型
２
足
ロ

ボ
ッ
ト
Ｎ
Ａ
Ｏ
を
用
い
て
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ョ
ー
に

加
え
て
、
電
子
回
路
の
組
み
立
て
、
視
覚
セ
ン

サK
inect

を
用
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
の
模
擬
講

義
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
休
み
中
に

大
阪
本
部
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
催
さ
れ

た
広
報
イ
ベ
ン
ト
に
小
谷
内
先
生
が
「
移
動
ロ

ボ
ッ
ト
の
お
話
」
の
ミ
ニ
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ブ
ロ
サ
ッ
ム
カ
フ
ェ
ー
で
設
け
た
学
科

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
友
國
先
生
と
柴
田
先
生
が
参

加
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
言
動
を
真
似
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
の
デ
モ
を
行
い
、来
場
し
た
多
数
の
高
校
生
・

保
護
者
に
ロ
ボ
ッ
ト
学
び
の
楽
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

○
平
成
26
年
度
大
学
院
修
士
論
文
公
聴
会
・
学

部
卒
業
論
文
発
表
会

　

平
成
27
年
１
月
27
日
に
機
械
シ
ス
テ
ム
ク
ラ

ス
タ
修
士
論
文
公
聴
会
が
行
わ
れ
て
、
本
学
科

の
院
生
２
名
は
修
士
論
文
の
研
究
を
発
表
し
、

学
位
審
査
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
27
年

２
月
20
日
に
卒
業
論
文
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
69
名
の
学
生
は
各
自
の
研
究
内
容

で
発
表
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
26
年
度
卒
業
式

　

平
成
27
年
３
月
13
日
に
工
学
部
卒
業
式
と
大

学
院
シ
ス
テ
ム
工
学
研
究
科
の
終
了
式
が
挙
行

学
科
ト
ピ
ッ
ク
ス

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
だ
よ
り

旧
・
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

旧
・
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科

旧
・
知
能
機
械
工
学
科
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「
青
江
正
寛
・
谷
崎
隆
士
、
干
渉
す
る
搬
送

設
備
を
有
す
る
多
段
階
ジ
ョ
ブ
シ
ョ
ッ
プ
工

程
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
問
題
の
実
用
的
解
法 

-D
iscrete D

ifferential Evolution

に
よ
る
ア

プ
ロ
ー
チ-

、2014 IEEE SM
C H

iroshim
a  

Chapter 

若
手
講
演
会
」・「
福
田
朋
大
・
栗
田 

耕
一
、
静
電
誘
導
電
流
検
出
技
術
を
用
い
た
個

人
認
証
シ
ス
テ
ム
、平
成
26
年
電
気
学
会 

電
子
・ 

情
報
・
シ
ス
テ
ム
部
門
大
会
」・「K

oichi K
urita  

and T
om

ohiro F
ukuda, A

 LabV
IE

W
 

Based Personal A
uthentication System

 
using Electrostatic Induction T

echnique, 
T

he Inaugural A
sian Conference on the 

Life Sciences &
 Sustainability 

（A
CLS

） 
2014

」・「
小
松
弘
和
・
伊
藤
昭
夫
・
中
島
弘
之
、

心
肥
大
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
記
述
す
る
常
微
分
方
程

式
系
の
解
の
非
負
値
性
と
有
界
性
、
日
本
応
用

数
理
学
会2014

年
度
年
会
」・「
中
原
大
二
朗
・

荻
原
昭
夫
、
Ａ
Ｒ
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
表
示
に
よ
る

運
転
行
動
の
安
全
性
向
上
に
関
す
る
研
究
、
第

65
回
電
気
・
情
報
関
連
学
会 

中
国
支
部
連
合
大

会
」・「
荻
原
昭
夫
・
番
匠
真
、
脳
波
を
使
用
し

た
音
質
評
価
の
検
討
、
第
65
回
電
気
・
情
報
関

連
学
会 

中
国
支
部
連
合
大
会
」・「
荻
原
昭
夫
・

藤
木
祥
平
、
脳
波
を
使
用
し
た
食
品
嗜
好
性
評

価
の
検
討
、
第
65
回
電
気
・
情
報
関
連
学
会 

中

国
支
部
連
合
大
会
」・「
福
田
朋
大
・
栗
田
耕
一
、

歩
行
信
号
波
形
の
歩
行
周
期
変
動
依
存
性
、
第

65
回
電
気
・
情
報
関
連
学
会 

中
国
支
部
連
合
大

会
」・「
宮
川
翔
太
郎
・
栗
田
耕
一
、
非
接
触
歩

行
信
号
波
形
検
出
技
術
に
よ
る
歩
行
動
作
の
解

析
、
第
65
回
電
気
・
情
報
関
連
学
会 

中
国
支
部

連
合
大
会
」・「
日
原
大
輔
・
栗
田
耕
一
、
自
動

車
運
転
動
作
の
非
接
触
検
出
と
解
析
、
第
65
回

電
気
・
情
報
関
連
学
会 

中
国
支
部
連
合
大
会
」・

「
金
田
祐
紀
・
岡
田
和
之
、
紫
外
発
光
有
機EL

素
子
の
開
発
、
第
65
回
電
気
・
情
報
関
連
学
会 

中
国
支
部
連
合
大
会
」・「
福
田
修
太
・
藤
野
貴

之
、D

N
SSEC

環
境
に
お
け
る
名
前
解
決
時
間

け
ま
し
た
。
本
学
正
規
科
目
「
シ
ス
テ
ム
工
学

特
別
研
修
」
と
し
て
も
単
位
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
27
（
15
）
年
度
は
学
長
賞
授
賞
の
佐

田
平
恒
成
君
（
無
機
材
料
化
学
研
、
井
原
辰
彦

教
授
指
導
）
ほ
か
博
士
前
期
課
程
１
年
（
６
名
）

を
迎
え
、
２
年
（
６
名
）、
博
士
後
期
課
程
３

年
（
２
名
）
で
、
各
研
究
室
で
の
先
生
方
の
熱

心
な
御
指
導
の
下
、
国
内
外
の
学
会
活
動
等
活

発
に
教
育
・
研
究
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
ク
ラ
ス
タ
）

　

電
子
・
情
報
・
シ
ス
テ
ム
の
３
分
野
を
横
断

的
に
融
合
し
た
学
際
的
な
研
究
と
教
育
を
行
な

い
、
社
会
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
る

エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
平
成

26
年
度
も
大
学
院
生
た
ち
は
日
々
研
究
に
励
み
、

そ
の
成
果
を
数
多
く
の
学
会
で
発
表
し
ま
し

た
。
中
で
も
福
田
朋
大
君
が
電
気
学
会 

電
子
・

情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
大
会
で
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞

を
、
小
松
弘
和
君
は IEEE

広
島
支
部
学
生
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（H

ISS

）
で
優
秀
研
究
賞
を
受
賞

し
、
院
生
た
ち
の
研
究
は
学
外
か
ら
も
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、H

ISS

は
中
国
地
方

の
大
学
の
学
生
や
大
学
院
生
が
主
体
と
な
っ
て

運
営
し
て
い
る
研
究
集
会
で
、
例
年
当
ク
ラ
ス

タ
の
院
生
は
委
員
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
平

成
26
年
度
は
そ
の
功
績
に
よ
り
、
金
本
和
君
が

功
労
賞
を
、
小
松
弘
和
君
が
貢
献
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
研
究
だ
け
で
な
く
、
学
会
運
営
活
動

に
も
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年

度
に
大
学
院
生
が
行
な
っ
た
研
究
発
表
は
以
下

の
と
お
り
で
す
（
以
下
、
発
表
者
・
題
目
・
学

会
名
の
順
に
記
述
し
て
い
ま
す
）。

し
た
。
地
元
広
島
特
産
の
瀬
戸
内
レ
モ
ン
の
果

皮
で
レ
モ
ン
の
圧
搾
残
渣
を
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
環
境
に
配
慮
し
た
研
究
で
す
。
レ
モ
ン
果
皮

粉
末
の
効
果
で
、
飼
犬
の
糞
臭
・
体
臭
の
軽
減

の
効
果
も
あ
る
と
の
報
道
で
す
。
本
ク
ラ
ス
タ

所
属
の
先
生
方
が
、
学
︱
学
、
産
︱
学
に
よ
る

共
同
体
制
の
も
と
実
用
化
研
究
を
入
れ
た
教

育
・
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
博
士
前
期

課
程
２
年
の
磯
田
武
志
君
（
生
物
機
能
化
学
研
、

山
本
和
彦
准
教
授
指
導
）
が
平
成
27
（
15
）
年

9
月
、
第
6
回EM

BO

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
英
国

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
）
で
高
血
圧
自
然
発
症
ラ
ッ
ト

に
お
け
る
代
謝
に
関
連
す
る
遺
伝
子
の
分
子
生

物
学
的
手
法
で
の
解
析
等
に
関
す
る
研
究
発
表

を
し
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、

ポ
ス
タ
ー
発
表
に
加
え
て
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
口
頭
発
表
も
依
頼
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
研
究

の
成
果
は
高
血
圧
に
よ
る
臓
器
へ
の
障
害
や
発

症
機
構
の
解
明
に
繋
が
り
、
診
断
や
治
療
に
役

立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
該
学
会

に
集
ま
る
欧
米
の
最
先
端
の
若
手
研
究
者
の
な

か
で
の
磯
田
君
の
活
躍
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
博

士
後
期
課
程
の
論
文
博
士
の
審
査
が
あ
り
、
平

成
16
（
04
）
年
本
学
工
業
技
術
研
究
科
物
質
化

学
専
攻
修
了
の
光
田
益
士
氏
（
生
体
材
料
化

学
研
究
室
、
杉
山
一
男
教
授
指
導
）
が
平
成

26
（
14
）
年
3
月
博
士
（
工
学
）
の
学
位
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
所
属
ア
ル
ケ
ア
㈱
、
東

大
大
学
院
等
で
の
研
究
活
動
と
一
環
し
た
研
究

が
ま
と
め
ら
れ
、
今
後
の
国
内
外
で
の
さ
ら
な

る
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
広
大
大
学
院
工
学

研
究
院
と
の
間
で
結
ば
れ
た
学
生
交
流
（
研
究

指
導
）
も
平
成
25
（
13
）
年
度
に
引
き
続
き
実

施
さ
れ
、
物
質
化
学
工
学
専
攻
（
大
下
浄
治
教

授
指
導
）
に
平
成
26
（
14
）
年
度
１
名
神
崎
有

加
さ
ん
（
生
体
材
料
化
学
研
、
白
石
浩
平
教
授

指
導
）
の
学
生
が
受
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
ガ
ス

ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
質
量
分
析
装
置
を
用
い

た
技
術
研
修
と
関
連
実
験
を
中
心
に
指
導
を
受

（
新
研
究
科
長
の
紹
介
）

　

平
成
26
年
10
月
１
日
付
で
白
石
光
信
教
授
が

研
究
科
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
）

　

大
学
院
シ
ス
テ
ム
工
学
研
究
科
で
は
、
校
友

会
全
国
経
済
産
業
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
中
国
地

区
（
代
表　

古
屋
愼
一
郎
氏
）
と
共
催
で
『
シ

ス
テ
ム
工
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
』
を
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
大
学

院
生
だ
け
で
な
く
学
部
生
も
対
象
と
し
て
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度
で
４
年
目
と
な
り

ま
す
。

第
２
回
シ
ス
テ
ム
工
学

　
　
　
　

リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

【
日
時
】
平
成
26
年
10
月
16
日
㈭

【
講
師�

】
㈱
サ
タ
ケ　

法
務
・
知
的
財
産
本
部　

知
的
財
産
部　

課
長　

藤
原 

孝
浩 

氏　

（
近
畿
大
学
工
学
部　

経
営
工
学
科（
現
・

情
報
学
科
）
卒
業
）

【
テ
ー�

マ
】
知
っ
て
お
き
た
い
知
的
財
産
権
の
基
礎

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、
今
年
度
最
後
の
セ

ミ
ナ
ー
と
し
て
開
催
し
、

企
業
が
生
産
活
動
を
す

る
上
で
大
変
重
要
な
知

的
財
産
権
に
つ
い
て
、

最
前
線
で
活
躍
し
て
お

ら
れ
る
卒
業
生
の
方
を

お
招
き
し
て
、
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
講
演

の
中
で
、
社
会
で
成
功
す
る
秘
訣
に
つ
い
て
も

お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
講
演
会
に
参
加
し
た
学

生
か
ら
は
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.hiro.kindai.ac.jp/blog/?p=801

（
生
物
化
学
ク
ラ
ス
タ
）

　

有
限
会
社
峰
和
と
の
産
学
連
携
で
、
犬
用
の

サ
プ
リ
メ
ン
ト
お
よ
び
犬
用
の
お
や
つ
を
野
村

正
人
教
授
が
開
発
さ
れ
、
販
売
を
開
始
さ
れ
ま

大
学
院
だ
よ
り
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情
報
学
科　

准
教
授　

片
岡　

隆
之

　
　
　
　

建
築
学
科　

准
教
授　

寺
井　

雅
和

　
　
　
　

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
教　

田
上　

将
治

　

⑶�

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　

�（
工
学
部
教
員
の
研
究
成
果
、
産
学
官
連
携

推
進
協
力
会
会
員
企
業
等
の
製
品
等
紹
介
、

工
学
部
出
願
特
許
紹
介
）

　

⑷
技
術
交
流
会
（
会
費
制
）

一
般
向
け
講
座

〇
平
成
27
年
10
月
3
日
㈯
10
時
～
12
時

　
「
情
報
通
信
を
支
え
る
数
学
」

電
子
情
報
工
学
科　

教
授
：
中
島　

弘
之

〇
10
月
17
日
㈯
10
時
～
13
時

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
も
っ
と
活
用
し
よ
う
」

情
報
学
科　

教
授
：
徐　

丙
鉄

〇
10
月
7
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
・
11
月
4

日
（
い
ず
れ
も
水
曜
）
13
時
10
分
～
14
時
40
分

　
「
異
文
化
を
知
る
英
会
話
」

教
育
推
進
セ
ン
タ
ー　

講
師
：
本
計　

義
文

〇
平
成
28
年
1
月
9
日
㈯
13
時
～
16
時

　
「
古
い
Ｐ
Ｃ
の
活
用
術　

―
家
庭
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

で
運
用
す
る
サ
ー
バ
を
構
築
し
て
み
る
―
」

電
子
情
報
工
学
科　

准
教
授
：
山
内　

雅
弘

〇
平
成
28
年
1
月
30
日
・
2
月
6
日
（
い
ず
れ

も
土
曜
）
15
時
30
分
～
19
時

　
「A

lain d
e B
otton

著
『T

he A
rt of 

Travel

』
を
英
語
で
読
ん
で
み
よ
う
Ⅱ
」

教
育
推
進
セ
ン
タ
ー　

教
授
：
安
尾　

正
秋

会
場
：
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ

ザ
（
広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

子
ど
も
向
け
講
座

〇
10
月
24
日
㈯
10
時
30
分
～
12
時

　
「
ユ
ニ
ッ
ト
折
り
紙
を
作
ろ
う
」

電
子
情
報
工
学
科　

准
教
授
：
出
口　

幸
子

工
学
部
「
公
開
講
座
」
の
ご
案
内

工
学
部
「
公
開
講
座
」
の
ご
案
内

さ
れ
、
大
学
院
博
士
前
期
課
程
の
修
了
生
名
10

名
が
修
了
さ
れ
ま
し
た
。

○�

日
本
機
械
学
会 

中
国
四
国
支
部
第
53
期
総

会
・
講
演
会

　

平
成
27
年
3
月
6
日
に
日
本
機
械
学
会 

中

国
四
国
支
部
第
53
期
総
会
・
講
演
会
が
工
学
部

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
ク
ラ
ス

タ
に
在
籍
し
て
い
る
院
生
の
多
数
は
講
演
会
に

参
加
し
、
各
自
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
と
と

も
に
、
学
会
運
営
の
補
助
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。

　

研
究
公
開
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
本
学
部
の
研

究
成
果
を
発
表
す
る

こ
と
を
目
的
に
年
１

回
開
催
さ
れ
、
今
年

は
通
算
15
回
目
、
広

島
市
内
で
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

　

参
加
費
無
料
で
す

の
で
、
卒
業
生
の
皆

様
も
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

主
な
内
容
は
左
記
の
通
り
で
す
。

日
時
：
平
成
27
年
10
月
26
日
㈪
13
時
～
17
時
20
分

　
　
　
（
交
流
会
17
時
30
分
～
19
時
）

場
所
：
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
広
島

　
　
　
（
広
島
市
中
区
基
町
６
―
36
）

内
容
：

　

⑴
特
別
講
演

　
　

�「
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
開
発
・
実
用
化

と
ノ
ー
ベ
ル
賞
」

　
　

�

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

　
　

�

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
部

　
　

上
席
主
任
調
査
員　

石
田　

秋
生　

氏

　

⑵
研
究
発
表

　
　

化
学
生
命
工
学
科　

教
授　

山
田　

康
枝

近
畿
大
学
工
学
部
研
究
公
開

�

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
5

定
を
射
止
め
ま
し
た
。
日
建
設
計
は
、
超
難
関

企
業
で
、
現
役
で
の
内
定
は
工
学
部
初
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
中
途
採
用
で
入
社
し
た
先

輩
、
古
屋
敷
武
明
さ
ん
、
宮
田
め
ぐ
み
さ
ん

が
素
地
を
築
い
て
く
れ
た
お
陰
だ
と
思
い
ま
す
。

後
に
続
け
と
、
来
年
度
の
進
学
希
望
者
は
16
名

と
大
幅
増
で
す
。
以
下
、
手
銭
君
が
、
今
後
へ

の
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

建
築
意
匠
研
究
室
の
手
銭
光
明
で
す
。
こ
の

た
び
日
建
設
計
か
ら
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
で
は
各
種
設
計
競
技
や
修
士
設
計
を
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
実
際
に
設
計
事
務
所
で

働
く
と
な
る
と
学
生
の
課
題
と
は
規
模
が
違
い
、

ま
た
法
規
等
の
規
制
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

条
件
に
苦
戦
し
な
い
た
め
に

も
、
学
生
時
代
に
日
々
努
力

し
、
よ
り
よ
い
建
築
を
設
計

で
き
る
よ
う
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
機
械
シ
ス
テ
ム
ク
ラ
ス
タ
）

○
平
成
26
年
度
修
士
論
文
公
聴
会

　

平
成
27
年
1
月
27
日
に
機
械
シ
ス
テ
ム
ク
ラ

ス
タ
修
士
論
文
公
聴
会
が
行
わ
れ
て
、
本
学
科

修
士
２
年
の
院
生
10
名
は
修
士
論
文
の
研
究
成

果
を
発
表
し
、
学
位
審
査
を
受
け
ま
し
た
。
修

士
論
文
発
表
後
の
懇
親
会
は
、
指
導
い
た
だ
い

た
先
生
方
の
み
な
ら
ず
、
将
来
指
導
い
た
だ
く

予
定
の
若
手
の
先
生
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
、
修
士
1
年
の
学
生
も
参
加
し
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
、
他
の
研
究
室
の

修
士
1
年
と
2
年
の
交
流
は
少

な
い
の
で
、
こ
の
機
会
に
情
報

交
換
が
で
き
て
有
意
義
な
時
間

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
平
成
26
年
度
修
了
式

　

平
成
27
年
3
月
13
日
に
工
学

部
卒
業
式
と
大
学
院
シ
ス
テ
ム

工
学
研
究
科
の
修
了
式
が
挙
行

短
縮
を
目
的
と
し
た
戦
略
的
キ
ャ
ッ
シ
ュ
管
理

方
式
、
第
16
回IEEE

広
島
支
部
学
生
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」・「
平
田
和
久
・
中
島
弘
之
、
可
変
角

速
度
位
相
振
動
子
系
に
よ
る
交
通
信
号
機
制
御

に
対
す
る
車
両
の
右
左
折
確
率
と
信
号
周
期
の

影
響
に
関
す
る
考
察
、
第
16
回IEEE

広
島
支
部

学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」・「
大
佐
如
裕
・
中
島
弘

之
、
オ
フ
セ
ッ
ト
を
時
間
差
で
表
現
し
た
位
相

振
動
子
系
に
よ
る
交
通
信
号
機
制
御
の
安
定
性

解
析
、
第
16
回IEEE

広
島
支
部
学
生
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」・「
金
本
和
・
中
島
弘
之
、
可
変
角
速
度

位
相
振
動
子
系
を
用
い
た
交
通
信
号
機
制
御
に

よ
る
一
般
格
子
状
道
路
網
に
お
け
る
交
通
流
の

円
滑
化
、
第
16
回IEEE

広
島
支
部
学
生
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」・「
小
松
弘
和
・
伊
藤
昭
夫
・
中
島
弘

之
、
非
自
律
系
常
微
分
方
程
式
の
解
の
非
負
値

性
、
第
16
回IEEE

広
島
支
部
学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」・「
大
佐
如
裕
・
中
島
弘
之
、
位
相
振
動
子

系
に
よ
る
交
通
信
号
機
制
御
の
オ
フ
セ
ッ
ト
制

御
を
記
述
す
る
遅
れ
型
微
分
差
分
方
程
式
の
安

定
性
解
析
、
第
23
回
計
測
自
動
制
御
学
会 

中
国

支
部
学
術
講
演
会
」・「
小
松
弘
和
・
伊
藤
昭
夫
・

中
島
弘
之
、
化
学
反
応
系
を
記
述
す
る
常
微
分

方
程
式
の
定
常
解
に
関
す
る
解
析
、
第
23
回
計

測
自
動
制
御
学
会 

中
国
支
部
学
術
講
演
会
」・

「
金
本
和
・
中
島
弘
之
、
可
変
角
速
度
位
相
振
動

子
系
を
用
い
た
交
通
信
号
機
制
御
の
一
般
格
子

状
道
路
網
へ
の
適
用
、
第
23
回
計
測
自
動
制
御

学
会 

中
国
支
部
学
術
講
演
会
」・「
平
田
和
久
・

中
島
弘
之
、
可
変
角
速
度
位
相
振
動
子
系
に
よ

る
交
通
信
号
機
制
御
に
対
す
る
車
両
の
右
左
折

確
率
と
信
号
周
期
の
及
ぼ
す
影
響
、
第
23
回
計

測
自
動
制
御
学
会 

中
国
支
部
学
術
講
演
会
」・

「
小
松
弘
和
・
伊
藤
昭
夫
・
中
島
弘
之
、
非
自

律
的
常
微
分
方
程
式
の
解
の
非
負
値
性
と
有
界

性
、2015

日
本
数
学
会
年
会
」。

（
建
築
都
市
シ
ス
テ
ム
ク
ラ
ス
タ
）

　

博
士
課
程
前
期
２
年
の
手
銭
光
明
君
が
、
組

織
設
計
事
務
所
最
大
手
の
日
建
設
計
に
見
事
内
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　2013年９月から2014年８月まで、本学の制度に
より、米国のピッツバーグにあるカーネギーメロ
ン大学（CMU）ロボティクス研究所で在外研究
を行ってきました。現地での様子については、学
部広報のウエブサイトにて数回にわたり報告させ
ていただきましたが、そこでは触れなかった３つ
の国に関わることを記したいと思います。

日本の若者へ：
　ピッツバーグという街は、大きな街ではありま
せんが、有力な大学（コンピュータサイエンスの
CMU、医学のピッツバーグ大学など）があるこ
とから、多くの日本人研究者との出会いがありま
した。私が居住していたアパートは、200世帯の
うち２割の40世帯が日本人家庭になるほど日本人
研究者に人気の物件で、日本の研究者の海外での
活躍ぶりを認識することができました。これと比
較すると、現地で誰もが口にしますが、日本から
の留学生が大変少ないことは非常に危惧されるこ
とです。CMUでは、中国とインドからの留学生
を大変多く見ることができ、現地の人間よりも多
いのではないかと思うほどで、東アジアの国で人
数比を考えると、中国100：韓国３：日本１の程
度のような人口比以上の差があるように感じまし
た。若者の海外への憧れや行動する力がなくなっ
たりしている（最近の学生にとって卒業旅行とい
う言葉は死語）のは、様々な要因があるかもしれ
ませんが、世界中から優秀な若者がアメリカへ
集まるのは否定できない状況ですので、「若者よ、
もう少し海外へ目を向けてみないか」と訴えたい
ところです。

中国との関係：
　前述のように中国からの留学生や研究員は大変
多く、ラボにも数名の中国人研究者がいました。
日々の昼食を一緒に摂りながら様々なことを話し
ましたが、文化的、宗教的にも近いためか、欧米
人よりもフィーリングが合っていたように感じま
した。彼らと接して残念に思ったこともあります。
現地で「広島から来た」と言えば、ほとんどの欧
米人はHiroshimaの名前を知っていて、「行ってみ
たいんだよ」と返してくれることが多かったもの
の、残念ながら、どの中国人も「広島？どこそれ、
知らないな」との反応で、教育がコントロールさ

れているものと思わざるを得ませんでした。私が
現地で中国や韓国の出身者と親友となり個人的な
友好は築けましたが、これらの国との政治的な隔
たりを埋めることは大変困難な課題と認識させら
れました。

アメリカの良さ：
　最後に１年間過ごしたアメリカについてですが、
未だに増え続けている人口、地平線まで続く大豆・
トウモロコシ畑、世界中から集積される人材など、
あの国力を目の当たりにすると、この国には勝て
ないなと実感しました。海外から帰国した多くの
人は「＠＠＠では・・・」と、「では」を使い比
較しがちになりますが、アメリカについて良いな
と思ったことがいくつかあります。まず、Thank 
youという挨拶です。日本人は、いかなる時も「す
いません」を使ってしまいがちですが、アメリカ
では非常に多くThank youを耳にします。彼らの
感覚の程度は十分に分かりませんが、「ありがと
う」という言葉が溢れている空間は、とてもポジ
ティブな感覚をもたらしていました。これと似た
ような例として、アメリカ人は褒め上手です。例
えば、ラボのスタッフに「こういうアイデアがあ
る」と言うと、GreatだのExcellentだのと、こち
らが困惑するような言葉をくれます。私は、高幡
不動の貫主の方より授かった「やさしく、きびし
く」を教育のモットーにしてきましたが、叱るこ
とに重きを置いていたと省み、もっと学生さんを
褒めるべきと思うようになった次第です。
　乱文になってしまいましたが、現地で得たこと
や感じたことを、できる限り本学における教育・
研究に還元できればと思っておりますので、皆様
のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

教員随想

在外研究雑感

工学部機械工学科　准教授　樹野　淳也

ロボットカーレースで優勝したCMUの車両
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第
3
回
近
畿
大
学
工
学
部
文
化
展
を
開
催

　

平
成
27
年
6
月
27
日
㈯
に
第
3
回
文
化
展

（
テ
ー
マ
「
絆
」）
を
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
エ
レ
ク
ト
ー
ン
部
や
ダ
ン
ス

同
好
会
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
マ
イ
コ
ン

部
、
漫
画
研
究
同
好
会
な
ど
の
作
品
展
示
な
ど

10
サ
ー
ク
ル
が
参
加
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
広

島
県
内
の
大
学
生
有
志
に
よ
る
総
合
吹
奏
楽
バ

ン
ド
「
ブ
ラ
ス
ス
ク
エ
ア
」
に
も
出
演
い
た
だ

き
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
出
演
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
な
ど
の

宣
伝
の
効
果
も
あ
り
、
昨
年
よ
り
多
く
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
レ
ベ
ル
の
上
が
っ
た
文
化
展

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
、

反
省
点
を
活
か
し
て
よ
り
良
い
文
化
展
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

卓
球
部
が
全
国
大
会
出
場

　

卓
球
部
（
部
長
・
本
計
義
文
講
師
）
が
第
81

回
全
日
本
学
生
卓
球
選
手
権
大
会
（
会
場
・
愛

知
県
体
育
館
）
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
に
大
谷
裕
俊

君
（
知
能
機
械
工
学
科
・
3
年
）
が
出
場
し
ま

し
た
。
結
果
は
１
回
戦
で
敗
退
と
い
う
残
念
な

結
果
で
し
た
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
全
力
で
戦

い
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
全
国
大
会
で
の
勝
利

と
い
う
目
標
に
向
け
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

空
手
道
部
が
西
日
本
大
学
選
手
権
大
会
で
ベ
ス
ト
４

　

空
手
道
部
（
部
長･

田
中
一
基
教
授
）
が
第
53

回
西
日
本
大
学
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

結
果
は
準
決
勝
で
敗
北
し
、
ベ
ス
ト
４
入
賞
と

い
う
成
績
で
し
た
。
空
手
道
部
で
は
優
勝
を
目

指
し
て
毎
日
稽
古
に
励
ん
で
き
た
だ
け
に
悔
し

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
10
月
に

は
国
民
体
育
大
会
が
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
空
手
道
部
で
は
、
各
県
の
代
表
と
し
て
毎

年
10
名
の
出
場
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

11
月
に
開
催
さ
れ
る
全
日
本
大
学
選
手
権
大
会

に
向
け
、
優
勝
を
目
指
し
て
日
々
の
稽
古
に
励

ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

硬
式
野
球
部
が
第
96
回
広
島
六
大
学
野
球
春
季

リ
ー
グ
戦
優
勝

　

工
学
部
硬
式
野
球
部
は
広
島
六
大
学
野
球
春

季
リ
ー
グ
戦
で
３
季
ぶ
り
45
回
目
の
優
勝
を
果

た
し
、
平
成
27
年
6
月
8
日
か
ら
行
わ
れ
た
、

第
64
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

東
京
ド
ー
ム
で
の
1
回
戦
の
相
手
は
上
武
大

学
（
関
甲
新
大
学
野
球
連
盟
代
表
）
で
、
２
年

前
の
明
治
神
宮
野
球
大
会
１
回
戦
で
も
対
戦
し
、

こ
の
時
は
２
対
０
で
本
学
が
勝
利
し
て
い
ま
す
。

本
学
の
先
発
投
手
は
リ
ー
グ
戦
Ｍ
Ｖ
Ｐ
の
辻
駒

祐
太
君
（
知
能
機
械
工
学
科
・
３
年
、
広
島
工

業
高
校
出
身
）
で
、
辻
駒
君
は
高
校
時
代
に
も

広
島
県
代
表
と
し
て
夏
の
甲
子
園
大
会
に
出
場

し
て
い
ま
す
。
試
合
は
、
初
回
に
幸
先
良
く
１

点
を
先
取
し
ま
し
た
が
、
３
回
に
逆
転
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
浴
び
、
結
局
１
対
６
で
敗
退
し
ま
し
た
。

大
学
か
ら
は
吹
奏
楽
部
、

学
友
会
、
健
保
共
済
会
な

ど
の
学
生
達
も
応
援
に
か

け
つ
け
、
ス
タ
ン
ド
か
ら

大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
ニ
ュ
ー
ス

　

今
年
は
10
月
24
日
㈯
に
文
化
発
表
会
、
25
日

㈰
に
大
学
祭
（
う
め
の
辺
祭
）
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
例
年
と
同
様
に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
前

の
広
場
に
は
野
外
ス
テ
ー
ジ
、
多
目
的
ホ
ー
ル

に
は
屋
内
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
し
て
双
方
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
予
定
で
す
。
内
容
と
し
て

は
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
、

屋
内
ス
テ
ー
ジ
で
は
学
生
団
体
の
発
表
や
音
楽

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
迎
え
た
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
野
外
ス
テ
ー
ジ

周
辺
で
は
学
生
団
体
に
よ
る
模
擬
店
、
各
教
室

で
は
文
化
系
の
学
生
団
体
に
よ
る
展
示
な
ど
も

行
う
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
25
日
㈰
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
こ
の

大
学
祭
の
目
玉
で
あ
る
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

今
年
も
例
年
と
同
様
、
そ
れ
以
上
に
皆
様
に
楽

し
ん
で
頂
け
る
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
寄
り
の
駅
（
Ｊ
Ｒ
西
高
屋
駅
）
か
ら
の
無

料
送
迎
バ
ス
も
運
行
し
て
い
ま

す
の
で
一
人
で
も
多
く
の
方
に

来
場
し
て
い
た
だ
き
、
大
学
祭

を
楽
し
ん
で
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
後
輩
学
生
一
同
で
卒
業
生

の
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大
学
祭
案
内
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同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス

畿
大
学
工
学
部 

野
村 

正
人 

学
部
長
よ
り
乾

杯
の
挨
拶
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

乾
杯
後
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
オ
ペ

ラ
歌
手 

藤
田 

真
弓 

様
に
「
乾
杯
の
歌
」「
音

頭
の
舟
歌
」
の
、
２
曲
を
披
露
頂
き
、
歓
談
中

に
は
、
遠
方
か
ら
参
加
い
た
だ
い
た
卒
業
生
４

名
の
紹
介
、
ま
た
今
年
６
月
に
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ

で
開
催
さ
れ
た
、
世
界
大
学
空
手
道
選
手
権
大

会
に
お
い
て
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
工
学
部
空

手
道
部 

本
田 

哲
也 

さ
ん
の
学
生
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
名

刺
交
換
な
ど
も

随
時
行
わ
れ
、

新
た
な
交
流
の

場
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
、「
近
大

節
」
を
工
学
部
吹
奏
楽
部
の
演
奏
の
も
と
、
出

席
者
全
員
が
大
き
な
輪
に
な
っ
て
歌
い
、
野

田 

安
春 

幹
事
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く

り
、
今
年
も
大
変
盛
り
上
が
っ
た
同
窓
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
同

窓
会
は
昨
年
度

同
様
に
、
広
島

市
内
に
あ
り
ま

す
ホ
テ
ル
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
21
広

島
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
工
学
部
同
窓
会
の
活
動
に
ご
支
援
、

ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

総
会
終
了
後
、
次
世
代
基
盤
技
術
研
究
所
長 

・
近
畿
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
教
授
・
工
学

博
士 

角
田 

勝 

先
生
よ
り
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
10

倍
楽
し
く
見
る
方
法
（
野
球
編
）」
に
つ
い
て
講

演
し
て
い
た
だ
き
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了

後
、
場
所
を
懇

親
会
場
（
３
階

プ
ラ
ド
）
に
移

し
て
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
工
学
部
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
に
よ
り
開

幕
し
ま
し
た
。

（
懇
親
会
次
第
）

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

・
開
会

・
黙
祷

・
校
歌
斉
唱

・
工
学
部
同
窓
会
会
長
挨
拶

・
来
賓
挨
拶

・
乾
杯

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
来
賓
挨
拶

・
遠
方
参
加
卒
業
生
紹
介

・
学
生
紹
介

・
近
大
節

・
万
歳
三
唱

・
閉
会

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
後
工
学
部
同
窓
会
懇
親
会
を

開
会
し
、
ま
ず
始
め
に
、
こ
の
１
年
間
に
他
界

さ
れ
ま
し
た
卒
業
生
の
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表

し
て
黙
祷
を
い
た
し
ま
し
た
。
次
に
、
校
歌
斉

唱
を
行
い
、
工
学
部
同
窓
会 

小
松 

眞
一
郎 

会

長
、
続
い
て
ご
来
賓
代
表
と
し
て
近
畿
大
学
校

友
会 

藤
田 

博
久 

副
会
長 
並
び
に
、
衆
議
院

議
員 

中
川 

俊
直 

様
よ
り
ご
挨
拶
を
賜
り
、
近

　

平
成
26
年
11
月

８
日
㈯
近
畿
大
学

東
京
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
関
東
で

初
め
て
と
な
る
工

学
部
同
窓
会
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
卒

業
生
、
来
賓
等
総

勢
31
名
で
し
た
。

　

昨
年
よ
り
同
窓

会
活
性
化
を
目
的

に
各
地
域
で
工
学
部
（
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
）
同

窓
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

近
畿
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
４
月
に
移

転
・
名
称
変
更
さ
れ
た
近
畿
大
学
学
園
の
新
た

な
施
設
で
す
。 

東
京
駅
八
重
洲
口
か
ら
徒
歩
１

分
と
い
う
好
立
地
と
地
上
13
階
と
い
う
素
晴
ら

し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
東
京
へ
お
立
ち
寄

り
の
際
は
、
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
10
月
4
日
㈯
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
21
広
島
に
お
い
て
、
同
窓
会
総
会
・
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
卒
業
生
、
退

職
教
職
員
、
現
教
職
員
、
来
賓
、
在
学
生
な
ど

合
わ
せ
て
総
勢
約
１
６
０
名
で
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
25
年
度
活
動
・
会
計
報
告

並
び
に
会
計
監
査
報
告
、
平
成
27
年
度
活
動
計

画
案
並
び
に
予
算
案
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

近
畿
大
学
工
学
部
同
窓
会
・

�

関
東
地
区
懇
親
会
を
開
催

平
成
26
年
度
近
畿
大
学
工
学
部

�

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

近
畿
大
学
工
学
部
同
窓
会
・

四
国
地
区
懇
親
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

左
記
の
通
り
、
工
学
部
同
窓
会
の
四
国
地

区
懇
親
会
を
愛
媛
で
初
め
て
開
催
し
ま
す
。

四
国
エ
リ
ア
で
活
躍
中
の
工
学
部
卒
業
生

の
新
た
な
出
会
い
の
場
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

ご
友
人
等
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

記

会
名　

�

近
畿
大
学
工
学
部
同
窓
会　

四
国
地

区
懇
親
会

日
時　

�

平
成
27
年
11
月
15
日
㈰

　
　
　

12
時
～
14
時

場
所　

国
際
ホ
テ
ル
松
山

　
　
　

�

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
１
―
13�

（
松
山
市
駅
よ
り
市
内
電
車
で
10
分
）

会
費　

�

五
千
円（
当
日
、
受
付
に
て
支
払
い
）

[

申
込
み]

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

�

ア
ド
レ
ス
：dousou@

hiro.kindai.ac.jp

　
　
　
（
申
込
み
締
切
：
11
月
６
日
㈮
）

　

申
込
み
の
際
は
、
氏
名
・
卒
業
年
・
卒
業
学
科
及
び

「
四
国
地
区
懇
親
会
参
加
希
望
」と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 　
　
　

会
告
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第
18
号

発　

行
・
平
成
二
十
七
年
九
月
一
日

発
行
者
・
近
畿
大
学
工
学
部
同
窓
会

代

表

者
・
小　

松　

眞
一
郎

編
集
責
任
者
・
大　

田　

和　

彦

事
務
局
長
・
片　

山　

慎　

一

〒
七
三
九
―
二
一
一
六

東
広
島
市
高
屋
う
め
の
辺
一
番

電　

話
・
〇
八
二
―
四
三
四
―
七
〇
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
〇
八
二
―
四
三
四
―
七
〇
一
一

E
-m
ail

：dousou@
hiro.kindai.ac.jp

［
編
集
後
記
］

　

早
い
も
の
で
ま
た
一
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で

し
ょ
う
か
。

　

時
の
過
ぎ
ゆ
く
の
は
早
い
も
の
で
、

大
学
も
昔
の
男
臭
い
イ
メ
ー
ジ
と
は
随

分
替
わ
り
ま
し
た
。
朝
の
登
校
時
に
は

女
子
学
生
を
見
か
け
ま
す
し
、
毎
夕
の

下
校
時
に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
前
で
、

ダ
ン
ス
部
（
社
交
ダ
ン
ス
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）
が
練
習
し
て
い
ま
す
が
、
女
子

学
生
が
目
立
ち
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
号

で
は
卒
業
生
だ
よ
り
の
代
わ
り
に
在
学

生
の
声
を
学
科
だ
よ
り
の
中
に
編
集
し

て
み
ま
し
た
。

　

末
筆
な
が
ら
、
本
号
に
ご
寄
稿
、
情

報
の
ご
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

諸
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
も
同
窓
生
同
士
の
活
動
、
呼
び
か
け
、

投
稿
、
ご
連
絡
事
項
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
紙
面
に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

近
畿
大
学
工
学
部
同
窓
会
役
員
一
覧

名
誉
会
長　

野
村　

正
人

顧　
　

問　

木
卜　

光
夫

顧　
　

問　

山
根　

成
美

顧　
　

問　

藤
原　

義
人

顧　
　

問　

塩
田　

俊
雄

顧　
　

問　

京
極　

秀
樹

相
談
役　

竹
内　

正
彦

相
談
役　

松
原　
　

伸

会　
　

長　

小
松
眞
一
郎

副
会
長　

河
野　

嘉
寛

副
会
長　

永
久　

博
司

代
表
幹
事　

藤
田　

博
久

副
代
表
幹
事　

中
光　

芳
朗

常
任
幹
事　

瀬
尾　
　

誠

常
任
幹
事　

西
明　
　

勇

常
任
幹
事　

大
田　

和
彦

常
任
幹
事　

田
中　

恒
夫

常
任
幹
事　

高
下　

朋
彦

常
任
幹
事　

椋
田　
　

豊

常
任
幹
事　

三
谷　

哲
也

常
任
幹
事　

林
田　

安
広

事
務
局
長　

片
山　

慎
一

会　
　

計　

岡
田　

直
行

幹　
　

事　

福
田　

圭
子

幹　
　

事　

宇
根　

昭
信

幹　
　

事　

石
井　

一
幸

幹　
　

事　

東　
　

忠
昭

幹　
　

事　

木
庭　
　

毅

幹　
　

事　

野
田　

安
春

幹　
　

事　

猪
原　
　

清

幹　
　

事　

小
枡
林
太
郎

幹　
　

事　

大
谷　
　

崇　

幹　
　

事　

倉
田　

浩
美

幹　
　

事　

信
木　
　

関

幹　
　

事　

利
島　

芙
貴

平 成 2 8 年 度 　 工 学 部 入 学 試 験 日 程 一 覧
入　試　制　度 試　験　日 出　願　期　間 合格発表日

ＡＯ入試 10月17日㈯ ９月22日㈫～９月30日㈬
〈締切日必着〉 11月4日㈬

推薦入試（一般公募） １１月21日㈯
１１月22日㈰

11月１日㈰～11月12日㈭
〈消印有効〉 12月２日㈬

一般入試・前期（Ａ日程） １月30日㈯
１月31日㈰

１月３日㈰～１月21日㈭
〈消印有効〉 ２月９日㈫

一般入試・前期（Ｂ日程）
ＰＣ方式（前期）

２月13日㈯
２月14日㈰

１月３日㈰～２月１日㈪
〈消印有効〉 ２月24日㈬

一般入試・後期 ３月８日㈫
３月９日㈬

２月３日㈬～２月27日㈯
〈消印有効〉

窓口出願受付（東大阪キャンパス）
２月29日㈪

３月19日㈯

Ｃ方式（前期）

＊大学入試センター試験利用
　本学の個別学力試験は課しません

１月３日㈰～１月15日㈮
〈消印有効〉 ２月11日㈭

Ｃ方式（中期） １月３日㈰～１月27日㈬
〈消印有効〉 ２月11日㈭

Ｃ方式（後期） ２月3日㈬～３月５日㈯
〈消印有効〉 ３月19日㈯

※詳しくは、2016近畿大学入試情報サイトをご覧ください。
※入試要項を卒業生には無料でお送りいたします（TEL082−434−7000 入試広報室）


